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上新バイパスは、国道18号の上越市と新井市の市街部の慢性的な交通渋滞と冬期間の降雪に

よる交通障害を解消するため建設された全長24.6kmの大規模バイパスです。本バイパスの建設

にともない行われた発掘調査によって、縄文時代をはじめ、それまで遺跡の存在すら知られて

いなかった奈良・平安時代の遺跡が調査され、当地のみならず、越後の古代史の大きな展望を

開く成果が得られました。

本書は上新バイパス建設にかかわる発掘調査のうち、昭和60年度と61年度に調査された新井

市の萩清水遺跡と三本木新田B遺跡の発掘調査報告書です。

萩清水遺跡では縄文時代前期の陥穴状士坑列のほか、前期後葉の住居跡が1基検出されま

した。三本木新田B遺跡では縄文時代前期中葉の住居跡が検出され、そこから出士した有尾

式士器は当時の県内ではあまり類例を見ないものであり、当該期の研究に貴重な資料を提供

しました。

この報告書が縄文時代に限らず、歴史を解明するための資料として広く活用され、広い意味

での文化財に対する理解と認識を深める契機となれば幸いであります。

最後に、本書の刊行までの間、多大なご協力とご援助を賜った地元の人々、ならびに新井市

教育委員会をはじめ、高田工事事務所に対して厚く御礼申し上げます。

序

平成9年3月31日

新潟県教育委員会

教育長平 野清明



1.本報告書は新潟県新井市三本木新田字萩清水9-1他に所在する萩清水遺跡、同市三本木新田字長峯

559他に所在する三本木新田B遺跡の発掘調査記録である。発掘調査は一般国道18号上新バイパスの建

設に伴い、新潟県が建設省から受託して実施したものである。

2.発掘調査は新潟県教育委員会(以下、「県教委」とする。)が主体となり、昭和61年度および昭和62年

度に実施した。

3.整理および報告書にかかる作業は、財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(以下、「埋文事業団」と

する。)が県教委の委託を受けて平成8年度に実施した。

4.本書の作成は寺崎裕助(埋文事業団調査課第二係長)、立木(土橋)由理子(同文化財調査員)が当

たっ九。執筆分担は第 1章 1・ 2 A、第Ⅲ章4 A ・ 5 B ( D、第Ⅳ章4 A ・ 5 B (1)が寺崎、ほか

は立木(士橋)である。編集は立木(土橋)が担当した。

5.出士遺物と調査にかかる資料はすべて県教委が保管・管理している。遺物の註記記号は萩清水遺跡を

「萩」、三本木新田B遺跡を「三本B」として出土地点・層位等を併記した。

6.各遺跡における遺物番号は土器・石器ごとに通し番号を付した。図版と写真図版の番号は一致して

いる。

各遺跡の遺構番号は調査現場で付されたものをそのまま使用し九。

遺構図版のエレベーション図は調査現場で作成された平面図と、そこに記入されている標高値から作

成し九ものである。

9.挿図・遺構図版の平面図の方位はすべて磁北を表す。

10.引用・参考文献は著者と発行年(西暦)を文中に()で示し、巻末に一括して掲載した。

Ⅱ.萩清水遺跡の新井市調査分に関して、新井市教育委員会高橋勉氏および日本考古学協会員小島正巳氏

より資料の提供を受け九ほか、多大なご教示・ご助言を賜った。

12.遺跡の層序については早津賢二氏よりご教示を賜っ九。

13.国家座標については博田純氏よりご教示を賜っ九。

14.写真図版朋の萩清水遺跡表面採集品は清水作次郎氏の所有物であり、氏のご厚意により、ここに掲載

させていただい九。

15.発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大なご教示・ご協力を得九。厚く御礼申し上

げる。(敬称略、五十音順)

小熊博史小島正巳佐藤雅一鈴木徳雄関根慎二高橋勉谷藤保彦

野村忠司博田純早津賢二綿田弘実

例 言
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. 調査に至る経緯

国道18号は上越市と新井市の市街部の慢性的な交通渋滞と、冬期間の降雪による交通障害に悩まされて

き九0 建設省はこれらの障害を解消するため、上越市下源入~中矩畔寸市屋に至る全長24.6kmの大規模バイ

パス、上新バイパスの建設を計画した。このバイパスは、昭和53年度から工事が開始され、昭和60年現在

約12.5kmが共用されている。

上新バイパスの建設に先立ち、昭和51年10月4日に建設省北陸地方建設局高田工事事務所(以下「高田

工事事務所」とする。)から「建北高調第549号」で新潟県教育庁文化行政課(以下「県教委」とする。)

に対し上新バイパス予定法線に関する埋蔵文化財の有無および発掘・保存等にっいての照会があった。こ

れに対して県教委は、昭和52年3月23日付「教文第828号」で回答し九が、この時点では萩清水遺跡.長

峰遺跡.三本木新田B遺跡の3遺跡はまだ周知されていなかった。県教委は、昭和54年10月29日~31日に

かけて上新バイパス予定法線内において遺跡分布調査を行い、この時の調査で三本木新田遺跡(以後「萩
註2)
清水遺跡」とする。が発見・周知された。その調査結果は昭和54年12月Ⅱ日付「教文第Ⅱ船号」で高田工事

事務所に通知され九。

昭和59年2月9日、県教委と建設省北陸地方建設局(以下「北陸地建」とする。)との直轄国道改築事

業区域内における埋蔵文化財の発掘調査打合せ会議において、萩清水遺跡の発掘調査希望時期が昭和60年

度と北陸地建から具体的に示され九。同年9月17日の昭和60年以降の調査にっいての協議の際に県教委は、

二本木・関川・新井線の交点から市屋までの遺跡分布調査の必要性を主張し、分布調査を実施した。その

調査結果は、同年10月9日付「教文第793号」で北陸地建に回答されたが、確認された新遺跡および要確

認調査地域の中に萩清水遺跡・長峰遺跡・三本木新田B遺跡の3遺跡が含まれてぃ九。

昭和60年7月30日の直轄国道改築事業区域内における埋蔵文化財発掘調査打合せ会議において、来年度

調査希望遺跡として萩清水遺跡・長峰遺跡・三本木新田B遺跡の3遺跡が候補にあがるとともに一次調査

の早急な実施依頼が行われ九。この依頼を受けて一次調査が昭和60年8月19日~23日に実施され、調査結

果は同年9月6日付「教文第730号」で高田工事事務所へ通知され九。その調査結果は、萩清水遣跡に隣

接して縄文~平安時代の遺物が採集されるが、畑地部分は耕作中のため一次調査不可能という内容であっ

た。昭和61年5月14日、萩清水遺跡・長峰遺跡・三本木新田B遺跡の3遺跡が所在する矢代川右岸から渋

江川までの一次調査の依頼が北陸地建からあった。県教委はこの依頼を受けるかたちで同年8月1日、

本木新田・西福田新田地域遺跡の一次調査の計画を立案し、「教文第442号」で関係諸機関に通知し九。そ

れによると遺跡対象地の名称とそれぞれの面積は、萩清水遺跡(5,200金)・長峰遺跡(3,30onf).三本

木新田B遺跡(19,200')であり、調査予定期問は昭和61年8月20日~昭和61年10月25日までであっナC。

そして、調査体制は担当者を戸根主任、調査員を寺崎文化財専門員と池田文化財専門員とした。

第1章序 説

註D 三本木新田遺跡は、平成8年度現在萩清水遺跡として周知され、三本木新田という遺跡名は抹消さ

れている。

註2)ただし地元では付近一帯は遺物が拾える塲所として知られており、日向地と呼ばれていた。日向地

とはアイヌの人々が住んでいた所を意味するという。(清水作次郎氏よりご教示をいただい九。)



2 調査と整理

2.調査と整理

A.発掘調査

a)調査経過

萩清水遺跡・長峰遺跡・二本木新田B遺跡の調査は ^^

昭和61 a986)年度と62 (1987)年度に行「た 61年

度に長峰遺跡の一次調査と萩清水遺跡のー・一次調

査、二本木新田B遺跡の次調査を行い、62年度にー

本木新田B遺跡の一次調査を行った

昭和61年度の調査は8月20日に調査員が現地に入

り、21日に現場事務所などの建設を行い、翌22日から

調査に着手した。途中調査員の交代が3度あっ九が、

10月20日には予定の調査を終了して撤収した。個々の

遺跡の調査の経緯は以下のとおりである。

長峰遺跡は、 8月22日に一次調査に着手し、 4日後

の26日に調査が終了した。次調査で遺構は発見され

ず、遺物も縄文士器片が1点(図版35)表面採集され

九だけだったので、次凋査は不要と判断し九

萩清水遺跡は、 8月23日一次調査に着手し、 9月上

旬までに縄文時代前期の住居跡や十数基の陥穴状士坑

などが検出され九ことから、一次調査トレンチを拡張
ー.J

する形で一次調査を実施することになった。一次調査
、J

は9月8日から次調査と同様の体制で開始され、陥

穴状士坑の発掘調査は、半戡~士層断面の観察・写真

・実測~完掘~完掘写真~平面・断面実測の手順で行

うこととなっ六 9月30日から全体の実測を開始し、

10月3日には住居跡と陥穴状士坑の発掘・完掘写真を
."

終了、平面・断面実測も数基を残し終了した翌日に

は、平面・断面実測と全体実測も終了する見込みと

なった。10月4日以降は、陥穴状士坑1基を検出した

ほかは新九な遺構の検出もなく、陥穴状士坑を半哉し

て底部における小ピットの存在の有無の確認や風倒木

を発掘して内部から出士する遺物の検出・採集に努

め、10月17日には一次調査を終了した

三本木新田B遺跡は、 8月27日に次調査に着手

し、調査開始後まもなく住居跡らしき落ち込みが検出
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された。 9月9日から遺構確認、19日には調査範囲と検出遺構の平面実測、24日には士層断面の実測をそ

れぞれ開始し、26日に一次調査を終了し九。縄文時代前期の住居跡等の遺構が確認されたため、二次調査

が必要となったが、61年度中では調査体制が整わず調査期間も足りないことから次年度に二次調査を実施

することとなっ九。

二次調査は、昭和62年8月18日から調査員4名が現地入りして準備を行い、24日から調査員3名の体制

で本格的な発掘調査に着手した。当初の主な作業は、重機による撹乱層の除去と除去後の遺構確認作業で

あった。 9月7日に包含層発掘を開始し、翌8日には遺構発掘に着手した。29日には遺構発掘等の目処が

立ったため発掘調査体制を縮小した。10月2日以降は、遺構の実測に入り、その後残務整理などを行い、

10月20日に二次調査を終了した。

②調査体制

昭和田年度

調査主体新潟県教育委員会(教育長有磯邦男)

管理総括高橋安(新潟県教育庁文化行政課長)

管理田中浩一( 課長補佐)ノノ

庶務土田玲( 主事)ノノ

調査指導中島栄一( 埋蔵文化財係長)ガ

調査担当.戸根与八郎( 主任)ノノ

調査職員寺崎裕助( 文化財専門員)ノノ

池田敏郎( 文化財専門員)ノノ

作業員新井市の有志

協力新井市、新井市教育委員会、新井市シルバー人材センター

序 説

昭和62年度

調査主体

管理

新潟県教育委員会(教育長田中邦正)

総括大塚克夫(新潟県教育庁文化行政課長)

管理田中浩一( 課長補佐)ノノ

矢部亮( ,,)ガ

庶務士田玲( 主事)ノノ

調査指導中島栄一( 埋蔵文化財係長)ノノ

調査担当藤巻正信( 主任)ノノ

調査職員金沢道篤( 文化財専門員)ノノ

本問桂吉( 文化財調査員)ノノ

作業員新井市の有志

協力新井市、新井市教育委員会、新井市シルバー人材センター



2 調査と整理

B.整理作業

a)整理経過

遺物の水洗・註記などの基礎的な整理作業は発掘調査を実施した昭和61年度・62年度に発掘調査と並行

して行った。報告書作成に関わる本格的な整理作業は、発掘調査後10年をおいて平成8年度に行うた。そ

の間、平成4年に財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団が発足し、それまで新潟県教育委員会が行ってき

た発掘調査及び整理作業が同事業団に委託されることになっ九。また、平成8年10月には新潟県埋蔵文化

財センターが竣工し、それ以降の整理作業はセンターにおいて進めた。

②整理体制

昭和61年度・62年度の整理体制は各年度の発掘調査体制と同様である。

平成8年度

整理主体新潟県教育委員会(教育長平野清明)

整理財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長

管理藍原直木(専務理事・事務局長)

山上利雄(総務課長)

亀井功(調査課長)

庶務泉田誠(総務課主事)

整理指導寺崎裕助(調査課第二係長)

整理職員立木(土橋)由理子(同文化財調査員

平野清明)



. 周辺の地形と地質

萩清水遺跡・三本木新田B遺跡の所在する新井市は新潟県の南西部に位置し、南は長野県飯山市に、北

は上越市に接している。新井市は東を関田山脈、南を妙高山、西を頸城連山に囲まれ、北は日本海に面し

た頸城平野に向けて開いている。市の中央部には関川と矢代川が北流してぃる。関川は焼山を起源として

妙高山の南裾を巡り、関田山脈の裾野を流れて頸城平野に至る。矢代川は妙高山・火打山.容雅山.不動

山などの山々から流れ下り、頸城平野に至り関川に合流する。両河川の形成した扇状地や氾濫源は当地に

肥沃な士地を提供している。

萩清水遺跡・三本木新田B遺跡は矢代川右岸の火砕流台地の上に位置する。この火砕流台地は妙高火山

起源の渋江川火砕流堆積物に規定されており、遺跡付近ではその上位を二本木岩屑流と矢代川岩屑流が薄

く覆う形となっている。妙高火山の噴出物はちょうどこの遺跡付近を北限として、関川左岸に幾重にもわ

たって厚く堆積し、地勢形成に大きな影響を与えてぃる。

渋江川火砕流堆積物は矢代川と高床山に挟まれた妙高火山北東山腹から山麓一帯に広く分布しており、

降下テフラ層を挟み上位には二本木岩屑流堆積物が存在する。二本木岩屑流堆積物は妙高火山の3回の休

止期のうち、第Ⅲ活動期と第Ⅳ活動期の問の第Ⅲ休止期に堆積し、おもに矢代川流域と矢代川と高床山に

挟まれた地域に分布する。ちなみに、第Ⅲ活動期の活動期問は約7~8万年前から約5~5.5万年前、第

Ⅳ活動期は約3.1~3.2万年前のシブタミ川火砕流堆積物とそれに伴う兼俣火山灰層の堆積に始まる。矢代

川岩屑流堆積物は大倉山と火打山の問の谷から矢代川に沿って新井市までの約50焔の地域に分布し、矢代

川流域では姶良一丹沢火山灰層(AT)の上位に堆積している(早津1985)。 MC年代値は17,900士妬oy.B.

P.(Gak-457)、 20,200土80oy. B. P.(Gak-456)(妙高団研グループ1969)が得られてぃる。

妙高火山の噴出物のうち縄文時代の遺跡調査の鍵層になるものとして、赤倉火砕流堆積物と大田切川火

砕流堆積物がある。

赤倉火砕流堆積物は妙高火山の東麓に広く分布し、北は片貝川から南は池の平までの範囲で認められる。考

古遺物からみ九噴出時期は、従来縄文時代早期末~前期初頭と考えられてき九。ところが近年、妙高高原町関

川谷内A遺跡で赤倉火砕流堆積物が縄文時代前期中葉の有尾式士器を包含する黒色士を覆っているのが確認さ

れ(小島1995)、従来の認識を改める必要が出てきた。 MC年代値はこれまで5,880土190y. B. P.(Gak-7543)

(早津・古川198D、 5,710土140y. B. P.(Gak-11393X早津1985)が得られていたが、最近妙高村道添遺跡で5,3

10士110y.B.P.(1-17,943)が出た。この測定結果と遺物の出士層位との関係から、赤倉火砕流堆積物の噴出

時期については従来よりも若干新しい時期、つまり有尾式より新しく、諸磯C式並行期よりは古い時期、実年

代では約5,300年前と捉え直すのが妥当と考えられている(早津1995)。

大田切川火砕流堆積物は妙高山の東方から北東にかけての、古二俣川・関川・片貝川流域に分布する。

噴出時期は考古遺物との関係では縄文時代中期末~後期初頭が考えられているが(早津・小島1985)、噴

出年代はMC年代値の測定値にぱらっきがあるため、約4,000~4,500年前という幅をもった値が示されて

いる(早津1985)。なお、前出の矢代川岩屑流堆積物はこれに覆われている。

第Ⅱ章遺跡周辺の環境

Ⅱ遺跡周辺の環境



3 新潟県内の繩文時代前期中葉・後葉の遺跡分布

2 . 周辺の遺跡(第2図)

妙高山東麓.関田山脈西麓および頸城平野における縄文時代の遺跡は主に山麓部に分布し、関川などの

河川が作り出した沖積面や扇状地にはほとんど分布していない。当地域は妙高火山からの噴出物が関川左

岸を中心に広い範囲を覆っている。とくに赤倉火砕流堆積物と大田切川火砕流堆積物は遺跡によっては厚

く堆積し、その上位と下位の文化層を明瞭に区別している。その反面、関川左岸の妙高高原町田切から妙

高村関山までの間は縄文時代中期末~後期初頭に堆積したと推定される大田切火砕流堆積物が非常に厚く

堆積しているためか、縄文時代の遺跡の発見例は少ない。

草創期から早期の遺跡は妙高山東側の山裾に多く分布する。長野県との県境に近い大堀遺跡(立木ほか

1996)、関川谷内A ・ B遺跡(小池1995・滝沢1995)、中ノ沢遺跡(阿部1995)では比較的まとまった量の

押型文士器が出士し、これまで空白であった当地の編年を作成する上で貴重な資料を提供している。この

ほかに押型文士器が検出された遺跡としては、妙高山麓では松ケ峯遺跡群(小島19朋ほ力→、高床山周辺

の遺跡群(高橋1994)、古塔山西方の盆地地形に位置する中古遺跡(室岡1986b)がある。

前期前葉から中葉の遺跡は、関川谷内A遺跡(小池1995)と今回報告する三本木新田B遺跡などがある。

これらの遺跡からは有尾式士器が出士しており、とくに関川谷内A遺跡では赤倉火砕流堆積物の下位から

有尾式土器が出士し、従来の赤倉火砕流堆積物の噴出時期を再検討する必要が生じた(小島1995)。

前期中葉から中期前葉の遺跡は、妙高山麓に湯ノ沢遺跡群(新潟県198の、籠峰遺跡(小池1996・中郷

村教委1996)・和泉A遺跡(荒川1994・1995・1996)、横引遺跡(立木1996)、萩清水遺跡などがある。籠

峰遺跡・和泉A遺跡では赤倉火砕流堆積物と大田切川火砕流堆積物の間で当時期の遺構・遺物が検出され

ている。このほか、高床山南方の平坦地に道添遺跡(室岡1994・1995)、柿ノ木町遺跡(親跡1992a)、関

川とその支流馬場川によって形成された段丘面上に大貝遺跡(岡本ほか1967)がある。

中期中葉から後期・晩期の遺跡は大田切川火砕流堆積物より上位の士層に遺物包含層をもつ。籠峰遺

跡、葎生遺跡(中川ほか1967)、奥の城(西峯)遺跡・二本木西林遺跡(岡本1982)、小丸山遺跡(親跡19

9のでは石棺状配石遺構が検出されている。石棺状配石遺構は東頸城郡顕聖寺遺跡で検出され九のが県内

の初例で(中川ほか1959)、現在妙高山麓のほか頸城平野東縁で検出例がある。このほか、兼俣遺跡A地

区(本間1976)で中期後葉から後期前葉、兼俣遺跡D地区(室岡1986a)で後期中葉から晩期、上ツ原遺

跡(親跡1992b)で晩期後葉の遺物が出士している。ま九、和泉A遺跡では晩期終末の配石遺構が検出さ

れ九(荒川1996)。

. 新潟県内の縄文時代前期中葉・後葉の遺跡分布陣嶬●3図)

A.縄文時代前期中葉の遺跡分布

有尾式期・黒浜式期を前期中葉と捉え、その遺跡分布状況を概観する。型式名は報告者の分類による。

有尾式・黒浜式の士器を保有する遺跡は糸魚川市から巻町にかけての海岸部と、中魚沼の信濃川流域、

魚野川上流域、関川上・中流域に分布している。遺跡数は有尾式9、黒浜式27であるが、両型式が認めら

れるのは糸魚川市庭平遺跡・青海町大角地遺跡の2遺跡のみである。なお、堀之内町清水上遺跡では前段
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3 新潟県内の繩文時代前期中葉・後葉の遺跡分布

階(関山Ⅱ式並行)で東北系が主流だったのが、この時期になると東北系が激減し、多くを関東・中部高

地系が占めるようになるとともに、「根小屋式」という越後系の土器が出現する(寺崎1996)。

有尾式・黒浜式の分類については、いまだ明確な基準が定まっているとは言い難い段階にあり、今後の

両形式の研究の進展が望まれる。ま九、新たに登場し九越後系の土器が周辺および遠隔地の影響を受けて

いる点は、この時期の土器の交流を考える上で興昧深い。

B.縄文時代前期後葉の遺跡分布

諸磯a~C式期を前期後葉と捉えて、その遺跡分布状況を概観する。対象とした遺跡は、報告書等で型

式名が「諸磯式」とされているもので、 a式・b式・C式の細分は基本的には報告者の分類に従った。分

布図には細分型式の不明な遺跡も記入し九が、分布域を概観する際の対象には含めていない。

a~C式期を通し、'跡は中魚沼の信濃川流域に集中する。ちなみに、中里村と津南町に限って遺跡数
註)

の推移を見ると、 a式期H、 b式期15、 C式期5である。次にこの地域以外の遺跡分布と遺跡数を見てみ

る。 a式期は下田村・十日町市・妙高村各3、西山町・メ明豺す・広神村・大潟町・吉川町・上越市・糸魚

川市各1、 b式期は妙高村7、十日町市・塩沢町各4、湯沢町2、朝日村・西山町・長岡市・大潟町・吉

川町・新井市各1である。 C式期の遺跡は十日町市Ⅱ、妙高村5、川西町・塩沢町3、新発田市・長岡市

・小千谷市・六日町・西山町・堀之内町・大潟町・吉川町・中郷村・妙高高原町各1である。

上記のような分布状況から気付く点を2、 3あげてみたい。 a式期には海岸部まで遺跡の進出が認めら

れるが、 b式期・C式期になると多くは山間部に後退する。後退後の中心地は依然として中魚沼の信濃川

流域にあるが、 b式期には魚野川上流域にも分布域が広がっていく。遺跡数は全体でみるとa式期25、 b

式期37、 C式期38であるが、中魚沼の津南町・中里村の信濃川流域で見るとb式期からC式期にかけて遺

跡数は減少し、全体とは異なる動きを見せる。 b式期からC式期の遺跡数の減少は、 b式期以降の遺跡分

布の中心が魚野川流域に広がっていくのと関係がありそうである。
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●有尾式土器

■有尾式士器と黒浜式土器

・黒浜式士器
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2 基本層序

1.調査の概要

A.グリッドの設定(第4図)

第Ⅲ章萩清水遺跡

グリッドはSTAN0334+00の東幅杭とSTAN0335+00の東幅杭を結んだ直線を主軸に設定したな

お、 S TANO.羽5 00の国家座標は(× 1116開.3421, Y--23810.9783)である

グリッドの主軸は真北に対して約9.5゜東偏する大グ1jツドは10m方眼とし、南北方向を南から 1~

10、東西方向を西からA~Jに分けて、「1A」などのように組み合わせて呼称した小グリッドは大グ

リッドを2×2m方眼に分けて、各大グリッドの南西隅を起点、北東隅を終点として 1~25の番号を付し、

「1A 2」のように大グリッドと組み合わせて呼称した

B.記録の方法

遺物萩清水遺跡は次調査の結果、遺構・遺物が検出され九トレンチを中心に拡張していくという調

査方法をとった。そのため遺物の取り上げは、遺構出士のものは遺構単位であるが、包含層出士のものに

ついては一次調査のトレンチ単位、あるいは大グリッド単位で行っ九。

遺構調査範囲図・遺構平面図は平板測量で作図した。
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1層:暗黒色士に赤褐色土ブロックが混じる。現代の耕作土である。

Ⅱ層:暗黒色士。

Ⅲ層:暗褐色士に赤褐色土プロックが混じる。

Ⅳ層:赤褐色粘士。二本木岩屑流堆積物と推定される。

なお、Ⅳ層上面の地形は北西から南東に向かって標高を下げる南向きの斜面になっており、標高はMI.3

~136.2mを測る。

遺物包含層はⅡ~Ⅲ層であるが、広い範囲にわたってⅣ層まで及ぶ撹乱を受けてい九。そのため、出土

遺物の多くが本来の位置から移動していると考えられる。ま九、'構検出はⅣ層より上位の層が広く撹乱

を受けていたため、Ⅳ層上面で行った。よって、遺構検出面と掘り込み面は必ずしも一致しない。

萩清水遺跡では竪穴住居1基、陥穴状士坑22基、土坑11基、ピット2基が検出された(図版5.)。九だ

し、調査前に包含層と遺構確認面のⅣ層が広い範囲にわたって撹乱を受けてい九九めに、検出され九'構

の多くは上部を破壊されていた。その九め、撹乱深度より浅い遺構が存在していたとしても検出不可能で

あり、また検出された遺構についても残存部分からその性格を推定せざるを得なかった。

Ⅲ萩清水遺跡
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3 遺 構

A.竪穴住居(図版1・25)

竪穴住居は1基検出され九。

S 11 S11の東半分は調査範囲外であった九め、未発掘である。ま九、南東側は比較的深くまで撹

乱が及んでおり、正確な立ち上がりは残っていなかった。住居の調査部分における長軸は5.95mで、検

出面から床面までの深度は40cmである。平面形は隅丸方形に近いと推定される。

床面の施設には周溝とピットがある。周溝は西辺から南隅にかけて掘られている。周溝の幅は約10cm、深

度は床面から12Cmである。ピットは19基が検出され九が、いずれも小形で浅く配列も不規則なので、柱穴の

決定には至らなかっ九。 S11-P9のイ士には炭化物が含まれていたが、形態的に炉跡とは考え難いもの

だっ九。これ以外に床面に焼士や炭化物の集中が認められることもなく、炉跡の推定はできなかった。

S 11の出士'物には縄文士器と石器がある。石器(図版8・ 9 -1~25)は破損品を含む砥石5点、

擦切石器6点、石核2点ハ石錐1点、不定形石器4点ハ剥片14点、磨石類1点がある。砥石、擦切石器、

石核は質の似る砂岩製である。 1の砥石は床面を掘り込んだところに、砥面が床面と同じ高さになるよう

にして据えられていた。土器(図版6)はA群1類(2~9)・ 3類 QO~12・18)・ 4類(13~17.19

~25)・ 5類(26~29)とC群2類a)・ 5類(3のが出土しており、主体となるのは前期後葉の土器A群

である。 A群は時期的に諸磯b式期に並行することから、住居の構築もその頃と考えたい。

S11では食物加工に関わるような石器がほとんど存在せず、石器組成が砥石類に偏ることや、床面に

据えられた砥石の存在などから、何らかの研磨作業が行われていたと推定される。ただし、製作されてい

た製品や未製品の出士がないので被加工物は明言できない。

B.陥穴状土坑(図版1~4・25~3の

陥穴状土坑は22基検出された。

分類分類は本来の形態をとどめていると推定される底部の形態をもとに行っ九。検出された22基の陥穴

状士坑は、底部の小ピットの有無で2大別、底部の平面形で4細分される。

1類:底部に小ピットを有するもの

Ⅱ類:底部に小ピットが無いもの

さらに1類、Ⅱ類は底部の平面形によって、次の4つに細分される。

a類:隅丸長方形を呈するもの

b類:隅丸方形を呈するもの

C類:円形を呈するもの

d類:溝状のもの

上記の分類項目を組み合わせてla類などと記載する。

I a類は 5基(S K 5 ・フ・11・玲・ 26)、 1 b類は 2基(S K27 ・33)である。小ピットの数はS K

26が2基であるほかは1基ずつである。

Ⅱ a類は 6 基(S K 3 ・ 6 ・10 ・12 ・ 24 ・ 3の、Ⅱ b類は 3基(S K28 ・ 29 ・ 32)、Ⅱ C 類は 5 基(S K

4 ・ 25 ・ 34 ・ 35 ・ 37)、Ⅱ d類は 1 基(S K38)である。



配列陥穴状士坑は標高141~137mの北西から南東に緩やかに下る斜面上に分布している。 1a類・1b

類・Ⅱa類は等高線に対してほぼ直行するか平行する向きで並んでいる。Ⅱb・ⅡC類は等高線にほぽ平

行して並んでいる。各分類ごとに配列をみると次のようになる(図版5)。

Ia類 la類は北東から南西へ並ぶSK26・フ・ 5の列と北西から南東へ並ぶ13・11の列がある。陥

穴状士坑問の距雛はSK26と SK 7が4 m、 SK 5 と SK13が15m、 SK13と SKⅡが27mとぱらつきが

ある。各陥穴状土坑の長軸は列に対してほぼ直行する。

Ib類 SK朋はla類の列上、 SK5・13の間に存在する。 SK27はほかの陥穴状士坑とは雛れて単

独で4B9に存在する。

Ⅱ a類Ⅱ a類は北東から南西へ並ぶSK 6 ・36の列と、北西から南東へ並ぶSK 3 ・24・10・12の列

の 2列力這忍められる。陥穴状土坑間の距離はSK 6 と S K36が30m、 SK 3 と SK24が12m、 SK24と

SKI0が29m、 SKI0とSK12が10mである。各陥穴状士坑の長軸は、 SK12以外は列にほぼ直行する方

向を向いている。

Ⅱ C類ⅡC類は北から南へ並ぶSK28・32・29・37の列と、それに並行する形で10mほど西側に並ぶSK

34・35・25の2列が認められる。陥穴1犬土坑間の距離はSK34とSK35が5mであるほかは、10~15mである。

Ⅱd類Ⅱd類のSK38は単独で4 F20に存在する。

規模上部は原形を留めていないので、底部で検討する。

底部の長軸長・短軸長の平均値は次のようである。 1 a類76×41.1Cm、 1 b類72.5×52.25Cm、Ⅱ a類

フフ.6×36.1Cm、Ⅱ b類58.3×49.7Cm、Ⅱ C 類44.8×39.4Cm。深さは現存部分で70~90cmである。なお、

Ia類の小ピットの深さの平均値は18.8師である。

Ia類、 1b類は短軸長で約10cmの差があるが、長軸長はほぼ同じ長さであることが分かる。また、

Ia類とⅡa類は長軸・短軸ともほぽ同じ長さである。短軸長で比較すると、Ⅱb類はlb類に近い値を

示し、Ⅱ C類はla類・Ⅱa類に近い値を示す。

覆土残存部の覆士の堆積状況は、各類とも基本的に水平堆積である。覆土はⅡb類・ⅡC類が暗褐色・

褐色系、 1a類・1b類・Ⅱa類が黒褐色・暗褐色・褐色系であり、そこに二本木岩屑流堆積物由来とみ

られる黄褐色士あるいは明黄褐色士の入っ九層が挟在している。

出土遺物 SK13から剥片 1点と磨石類1点(図版9 -28)、 SK26の撹乱部分から縄文士器B群1類(図

版6 -37)が出士した。

Ⅲ萩清水遺跡

C.その他の遺構(図版2 ・ 4 ・ 5 ・30~33)

(1)焼士遺構

SK16 6G19に位置する。平面形は長楕円形を呈するが、本来は2基の士坑が切り合っていたものと推

定される。底面に被熱し九士の混じる層が堆積している。

SK18 9J12に位置する。この土坑の北側は調査範囲外であったので発掘したのは南側だけである。底

面は被熱しており、底部には炭化物の多量に含まれる土が堆積している。

SK39 8H16に位置する。平面形は楕円形で、掘り形は播鉢状を呈する。底部に炭化物を含む被熱した

土が堆積している。
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SK31 6G22に位置する。平面形が楕円形を呈する、ごく浅い皿状の土坑である。覆士には被熱した士

がプロック状に含まれている。

(2)士坑・ピット

SK1 7H13に位置する。平面形は楕円形を呈する。底面から直立する形で1個体分の縄文士器C群2

類の下半部(図版6-3D が出土した。土器の下からは石匙(図版9-26)が1点出士し九。ま九、覆士

中から剥片、上面から砥石(図版9-27)が出土した。砥石は形態的に新しく、出土位置も土坑上面とい

うことから、本来この士坑中にあっ九のではなく、後世の混じり込みと推定される。

SK2 5H20に位置する。平面形は円形で、掘り形は皿状を呈する。 S11の北西隅に切られている。

士器片2点、が出土し九が、細片の九め時期の特定にはいたらなかっ九。

SK8 9H16に位置する。平面形が隅丸長方形を呈し、掘り形が播鉢状を呈する士坑である。検出面で

の規模・形態が陥穴状土坑Ⅱa類に類似する。

SK14 5H6に位置する。平面形は隅丸長方形で、掘り形は浅い皿状を呈する。縄文士器(図版6)が

6点出土し、 A群1類(32)やC群5類(33)などに分類される。

SK17 4G23に位置する。平面形は長楕円形、横断面形はU字形である。縄文士器C群2類が5点(図

版6 -34~36)出土し九。

SK21 7H22に位置する。平面形は円形で、底面に小さな落ち込みがある。木の根による撹乱の可能性も

ある。

SK30 5 H 3 に位置する。平面形は円形を呈し、掘り形は皿状である。縄文士器C群7類(図版6 -38)

と不定形石器1点(図版9 -29)が出土した。

Pit20 9J17に位置する。覆土に炭化物が含まれている。

Pit23 4HI0に位置する。覆土に焼礫が含まれる。

4

A群縄文時代前期後葉の士器

1類縄文地上に半戡竹管による平行沈線で文様が施文されている深鉢。

2類無文地上に半戡竹管による平行沈線で文様が施文されてぃる深鉢。

.

A.士器(図版6 ・フ・34・35)

物

本遺跡からは490点の縄文士器が発見され、その多くは1号住居跡およびその周辺の4~6G . H付近から

出土している。時期的には縄文時代早期~晩期のものが認、められるが、中心は前期である。胎土中に凝灰

岩と考えられる白色で軟質な礫や砂の混入が目立った。器壁の厚みは7~8叩のものが多く、過半数を占

める。

a)分類

分類は、以下のように時期ごとにA群・B群・C群に大別し、さらに群内を文様や器種によって細別し

た。

遺



3類羽状縄文が施文されている深鉢。

4類斜縄文が施文されている深鉢。

5類無文の有孔鉢。

B群縄文時代中期初頭の土器

1類半戴竹管による平行沈線と単沈線で斜格子目文が施文されている深鉢。

2類縄文地上に半戡竹管による平行沈線で文様が施文されている深鉢。

3類無文地上に半裁竹管による平行沈線で文様が施文されている深鉢。

C群その他の士器

1類縄文時代早期前半の士器

2類縄文時代前期中葉の士器

3類縄文時代前期末葉の土器

4類縄文時代中期後葉の士器

5類縄文時代後期後半の士器

6類縄文時代晩期後葉の土器

7類時期不明の士器

②遺構出士の士器(図版6-1~38)

a. S 11 a ~3の

1はC群2類に分類される。 2~9はA群1類に分類され、前期後葉唯一の有文士器である。同一個体の

可能性もある。 6 は焼成良好、 2の外面にはスス状炭化物が付着している。10~12・18はA群3類である。

10・12は焼成良好、12は内面の整形も丁寧である。また、12の外面にはスス状炭化物が認められる。13~1

フ・19~25はA群4類で、縄文原体は13がLR、 16~18がRL、 23はしである。 13・14は口唇部に刻目状ま

たは指頭状の圧痕が認められる。16・20・24・25は焼成良好で、13~15・22は内面の整形が丁寧である。 21

・22・24は外面にスス状炭化物の付着が認められる。 26~29はA群5類である。29は口縁から底部近くま

での破片が出土し、器形の推定復元がほぼ可能な土器である。法量は器高約19伽・口径約28CⅢと推定され、

色調は内外面明褐色で、整形は内外面とも丁寧である。ほかでは26・27が内面の整形が丁寧である。30は

C群5類である。縄文か帯状に磨消され、無文部はよく磨かれている。焼成は良好である。以上のように本

住居跡からはA~C群士器が出士しているが、その主たるものはA群土器すなわち前期後葉の士器である。

b. S K I (3D

C群2類に分類される。底部から胴部下半にかけての大型破片である。底径約16Cmを測り、器面全体に

羽状縄文が施されている。胎士中に繊維を含むほか、大量の凝灰岩が混入している。このほか補修孔が2

か所に穿かれている。

C . S K14 (32 ・ 33)

32はA群1類に、朋はC群5類に分類される。32は口縁が波状となり、地文の縄文は羽状である。33は

平口縁に小突起が付された深鉢である。無文地に単沈線で横位の平行沈線を引き、沈線間に左下がりと右

下かりの単沈線を充填して綾杉状の文様を描出している。凝灰岩を含み、焼成は良好である。

d. S K17 (34~36)

いずれもC群2類に分類される。34は羽状縄文が施文されている。胎士中には繊維が少量含まれるほ

Ⅲ萩清水遺跡



4 遺 物

か、凝灰岩の混入も認められる。外面にはスス状炭化物が付着している。35はわずかに横位の沈線力疇忍め

られ、以下はLRの縄文が施文されている。胎士中には繊維少量と凝灰岩が混入している。36は羽状縄文

が施文され、胎土には繊維を混入する。34・35と同一個体の可能性がある。

e. S K26 (37)

B群1類に分類される。胎土中に金雲母が混入し、内面にスス状の炭化物が付着している。

f. SK30 (38)

C群7類に分類される。 LRの縄文が施文された士器で、胎士に凝灰岩が混じる。

(3)遺構外出士の士器(図版6 -39~50、図版7)

39・40はA群1類である。39は胎土に凝灰岩と雲母を含む。40はRLの縄文を地文として施文し、胎士

に石英を含み、焼成は良好である。41~45はA群2類である。すべての胎士に凝灰岩を含む。46~58・62

はA群3類である。やはり凝灰岩を含むものが目立つ。48・53・55は焼成が良好で、52は内面にスス状炭

化物が付着し、53は内外面にスス状炭化物が認められる。48・50は住居跡の付近から出土しており、50は

内面の整形が丁寧である。 59~61・朋~72・113はA群4類である。 60はRの縄文、 61・65・70はL Rの

縄文、63・64・68はRLの縄文がそれぞれ施文されている。前述し九ものと同じく胎士中に凝灰岩を含む

ものが目立ち、65・69・72は焼成が良好、 59は内面の整形痕が顕著である。113の底部は平底であるが、

若干丸底気味である。焼成が良好で、内面にスス状炭化物が付着している。底径は約12Cmである。73~フフ

はA群5類である。73は焼成良好である。フ7の内外面には漆のようなものが塗布されている。73~76は外

面に磨きが認められ、73・76は特に丁寧である。

78~81はB群1類である。凝灰岩に代わって胎士中に雲母が含まれているものが目立つようになる。79

~80は焼成が良好である。82~85はB群2類である。雲母の混入が目立ち、82・器は焼成が良好である。

82は外面にスス状炭化物の付着が認められる。86~朋はB群3類である。86・釘は焼成が良好で、86は内

面にオコゲ状炭化物、外面にスス状炭化物の付着が認、められる。87は外面にスス状炭化物が付着している。

89はC群1類である。山形の押型文が横位帯状施文されており、焼成良好で器壁も薄い。90~朋はC群

2類である。90は単沈線で綾杉状の文様が施文されている。91~93は全面に縄文が施されているもので、92

はRLの縄文が施文されている。91は外面にスス状炭化物が付着している。すべての胎士に繊維が混入し

ており、凝灰岩の混入も目立つ。94~96はC群3類である。94は「トロフィー形の土器」と呼ぱれている

ものの脚部破片で、背竹管で施文された有節沈線で文様が施文されている。焼成良好で、内面にオコゲ状

の炭化物が付着している。95・96は問隔をおいて数条の結節浮線が添付されている。97はC群4類である。

キャリパー崩れの器形で、縄文地上に横位の幅広沈線が引かれている。98~105はC群5類と考えられるも

のである。98はやや幅広の沈線で横位区画を行い、その区画内に同一工具で綾杉状沈線文を充垣し九もの

である。焼成は良好である。99・100は縄文を施文したもので、共に住居跡付近から出土している。101~

104は無文士器である。102は外面にオコゲ状炭化物が付着し、103~105の外面にはスス状の炭化物力信忍め

られる。101は内外面が磨かれている。106はC群6類である。107~Ⅱ2はC群7類である。縄文のみが施

されており、時期の特定には無理があるが、108以外の胎士には凝灰岩が含まれていることから前期の可能

性が考えられる。109はLRの縄文が施文されている。107・1Hの外面にはスス状炭化物が付着している。

Ⅱ2は底部で、網代痕が認められる。



B.石器(図版8~10・36~37)

萩清水遺跡出土の石器総数は61点である。その内42点は遺構からの出士で、残りは包含層あるいは風倒

木痕からの出士である。

主な石器は砥石とその破損品および未製品5点、擦切石器6点、不定形石器7点、石匙2点、石鎌1点、

剥片類などがある。石器組成が砥石類と剥片類に偏っていること、石材が砂岩と無斑晶質安山岩に偏って

いることが特徴である。

なお、石器の分類は次に示すとおりである。

砥石断面凹状の砥面や溝状の砥面をもっ石器。溝状の砥面をもっものは「筋砥石」として区別した。

擦切石器剥片の縁辺にそれと並行する方向の擦り跡をもっ石器を擦切石器として一括し九。

石鎌「矢の先端につける石製の矢じり」(鈴木199D。

石匙「一端につまみ状の突起をもち縁辺を刃部とする石器」(田中199D。

石錐錐状の突出部をもつ石器。

不定形石器従来「掻・削器類」・「スクレイパー」・「二次加工のある剥片」・「使用痕のある剥片」.「微細

剥離のある剥片」・「不定形剥片石器」などといわれている石器を一括し、細分類は(高橋保雄1990)に従っ九。

磨石類「素材となる礫(転石)の正面および側縁に磨痕・敲打痕・凹痕を有するもの」(北村199の。使

用痕の組み合わせで以下の7類に細分類される(高橋保雄199の。

A類:磨痕。 分頬 二次加工齢數刃蔀亨イン刃部彫状 材 綿分類

側緑と拙蔀 A 1類スウレイJてー
A鳳

中型・急角度・連桂剥艇 片側緑ι庭段 A ?顕

B類:磨痕十凹痕。 片側般ι端部 B 1頴スクレイパー
外轡状B類

小型・急角塵・連続制隙 畿緑 B 2綬

片側級
C類:磨痕+敲打痕。 直隷状 C 1類

級

片側睡諾歯縁石器
内貸状 C 2類

急角度・鰐■状剥触大型・中型

D類:磨痕十凹痕+敲打痕。
C頬 底腫

片側鰻
外貴状 C 3抽

底綬

E類:凹痕。 スクレ'パーと諺歯緑石器の複合形 C '頬

直線状 厚手

大型・急角度蜘毎 D 1 蹟

F類:凹痕+敲打痕。 厚手内

直 庫手
G類:敲打痕。 D顕 大型・浸角度剥艇 D 2類

厚手

以上の分類に従いながら、記載は実測図の左側を 庫手 D 3鎮

小型制耀

表面(背面)、右側を裏面(腹面)として行う。 石鮭

Ⅲ萩清水遺跡
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a)遺構出士の石器 a~29)

a. S 11 a ~25)

S11からは、破損品を含めた砥石5点、擦切石

器6点、石核2点、不定形石器4点、石錐1点、剥

片14点、磨石類1点が出土し九。このほか、砥石類

・擦切石器と同質の砂岩の破砕礫が3点ある。

砥石(1~5)砥石はすべて砂岩製であるが、目の
註)

細かいものと粗いものがある。

縦長

横長

概長

E 2 顕

F 1最

F ?類

F 3 頚

E鰻
縦長

中型・急角度制陵
擴長

内瑚状
縦長

小型剰蛙
横長

鞭長

蛸都に丸昧縦長
F頴中型・小型・急角度・ネ運読制風

横長

縦畏
直線状

横長

縦長
外卸状

検長

無加工(檀用食的識細剥霞・使用痘) 背面は自盤面
外悔状

小型・浅角座制岨 横

縦甚・陣手
1類埴郁に小型・遅疑劃般 抽訊に丸味

横長・薄手

縦長
J顕無加工(使吊痘徴細制雌・使用寅)

検長

※ゴンプク以外の明朝体け,一般的傾向を表Lた、のが多い。

大型・中型・急角度剥戯

大型・中型・淺角度剥艇

抽部

側疑

側緑

G頚

(高橋1990)

底鯵

H類

第2表不定形石器分類表

片側録
(一方の側緑は古い

剥雌面や折断面等を
利用する)

片側"(D 1類ι向じ)

両側緑

片側"(D 1韻ι同じ)

両倒緑

片側撮(D 1罰と同し
両側緑

両側縁

側緑

底綬

側繰

底鰻

側綬

側緑・底緑

側緑

側緑・底緑

側縁

側縁と仙爺

底紐

註縁ι側綬

側紐

底緑

側紐

底罪

底緑

1 類

註)砂岩の目の細かさの基凖は住令木199D によった。

G頗大型・中型・浅角度劃鮭

E 1 類内憐状

J頬

H類

手
手
手
手
手
手
手

厚
厚
庫
厚
厚
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長
長
長
長
畏
長
長
長
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検
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状
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小
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快
入
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器
(
ノ
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チ
)

内
直
内
直
内



4 遺 物

1はS11の中央の浅い掘り込みの中に表面を上にして据えられてい九。(図版D 全面が敲打され円

形に整えられている。側面と裏面には敲打痕が良く残うている。表面は敲打の後、中心付近が砥面とされ

ている。ま九、砥面のほぼ中央には直径4mmほどの小穴が6個以上開いている。各穴とも先端ほど細くなっ

ているので錐状の工具によりっけられ九と推定される。裏面下半には幅広で浅い溝状砥面が2本ある。

2は表裏面に砥面をもっ筋砥石である。表面の砥面には長軸方向の2本の潮犬砥面が走り、回転により生じ

たと思われる直径4肌前後の漏斗状の窪みが3か所ある。裏面の砥面には深さ2~5mm、長さ巧~20川の表面

に比べると深くて短い溝が長軸方向に6本、短軸方向に3本走っている。これも研磨作業によって生じ九と思

われるが、溝底は凹凸があり平滑ではない部分がある。砥面以外の部分には敲打痕が残っている上下と右側

面にある多数の剥雜痕は、擦切石器の素材となる剥片が剥離されてい九可☆誰がある。

3は筋砥石の破片で、浅くて短い溝状砥面をもつ。 4は砥面はないが表面が敲打されていることから、

砥石の未製品と考え九。

5は全面が敲打された後、中央に細長い砥面が設けられている。裏面と上半分を欠くが、上半分を失っ

た際の剥離面の、砥面と接する稜線が擦れて鈍くなっていることから、破損後も使用されていたことが分

かる。

擦切石器(6~1D 砥石と同質の砂岩が用いられているが、目の細かさで微粒~極粗粒に分けられる

擦切石器には側面に筋砥石の溝が残されているもの(6・フ)や、砥面が残されているもの(8・9・

Ⅱ)があり、砥石を石核として素材が獲得されてい九ことが分かる 6に残る3本の溝状砥面は筋砥石の

溝状砥面に比べて細くて深い。10のように砥面などがないものは、素材を石核から得ていたか、砥石から

の剥雜が進んだ段階で得られ九剥片を素材としていたものと推定される。

刃部形態は直線的なもの(10・1D と曲線的なもの(6~9)がある。直線的な刃部の断面形は片刃に

近い形態で稜線がある。曲線的な刃部の断面形は丸みを帯びたU字形をしている

石核 a2・13)石核はすべて砂岩製である。筋砥石の素材を作出し九ものと推定される。

12は表面に敲打面が残り、裏面に研磨され九面が残る 13は右側面で大きく分割された後、左側面を作

業面として剥片が剥離されている作出される剥片の大きさに規格性はない。

石錐 a4)剥片の打面部側に錐部を作り出しているが、短く、鋭さに欠ける

不定形石器 Q5~18)15は上半を欠損しているが、剥片の末端に刃部が作出されている 16は右半分が節

理面から折断された幅広の横長剥片が素材とされている末端と左側縁に刃部が作出されている 17は横



長剥片の腹面下端部に微細な調整剥離痕が認められる。素材の打面は礫面を調整して得られた単剥跳打面

である。18は背面に礫面をもっ厚手の剥片が素材とされている。末端部が大きく剥離され九後、微細な調

整が背面側に加えられている。

制片 a9~24)剥片は14点出士した。使用石材の内訳は無斑晶質安山岩がもっとも多く7点、次いで砥石

類と同質の砂岩6点、頁岩1点である。

19・20は無斑晶質安山岩製の剥片で背面を多方向からの剥雛痕に覆われている。21~24は砂岩製の剰片

で、擦切石器の素材になりそうなものである。21の背面には溝状の砥面が残されており、筋砥石から剥離

されたことが分かる。

磨石類(25) 25はC類で、被熱して帯状にススが付着している。

b. S K I (26 ・ 27)

SK 1からは石匙、剥片、砥石が各1点出士した。

石匙(26)横形の石匙で、刃部は半月状を呈する。

石(27) S11出士の砥石とは異なる凝灰岩製の砥石である。このような板状の砥石は古代以降に類例

が見られることから、これも縄文時代のものというよりは古代以降のものが紛れ込んだ可能性が高い。

C. S K13 (28)

SK13からは剥片と磨石類E類(28) 1点が出士した。28は表面に2か所の凹みをもち、裏面は節理面

から割れている。剥片は背面に砥面とみられる滑らかな面をもっ。

d. S K30 (29)

SK30からは不定形石器J類(29)が1点出士し九。29は無斑晶質安山岩製の横長の剥片である。打点

は点打点で、腹面下半部が大きくヒンジフラクチャーを起こしている。剥片の上縁に刃こぼれ状の剥離痕

力這忍められる。

②遺構外出士の石器(30~38)

遺構外から出士した石器には石鎌、箆状石器、石匙、両面調整石器の破損品各1点、磨石類2点、不定

形石器2点、剥片9点がある。このほかに水磨し九黒曜石の転石2点があるが、石器の素材を獲得できる

ようなものではない。

石鉄(3の無斑晶質安山岩製の凹基無茎鎌である。左脚をわずかに欠く。

箆状石器(3D 裏面中央部に素材の主要剥離面と見られる部分が残っていることから、素材は厚手の剥片

であっ九と推定される。

石匙(32)三角形の石匙で、裏面には素材の主要剥雛面が大きく残されている。

両面調整石器破損品(33)横方向からの力で器体半分を欠損していることから、製作途中での破損品と推

定される。

不定形石器(34・35)34は上半分を欠くが、剥片の緑辺部に細かい剥離が施されている。35は左側面の礫

面を打点、とする横長の剥片が素材とされている。左側縁を中心に調整を施し、素材の形状を生かしながら

尖頭状に仕上げられている。

制片(36)無斑晶質安山岩製で、礫面を打面としている。

磨石類(37・38)37はA類で右側面の稜上とそれに接する表裏面の一部に磨面がある。訟はC類で右側面

の一部とそれに接する表面の一部分に磨面がある。周縁部には敲打痕が認められる。

Ⅲ萩清水遺跡
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5 . まとめ

A.遺構

a)竪穴住居

萩清水遺跡で検出され九竪穴住居跡はS11のみである。 S11の構築時期は出土士器から諸磯b式期

並行期と推定される。

諸磯b式期の住居跡の検出例は新潟県では吉川町古町B'跡(泰1992)、中里村鷹之巣遺跡(島田1986)

があるが、'之巣'跡にっいては出士士器から諸磯C式期にかかる可能性もある。県外では長野県阿久遺

跡(戸沢1988)、同県大倉崎遺跡(常磐井199の、群馬県糸井宮前遺跡(関根1986)、埼玉県東光寺裏遺跡(中

島198のなどがあるが、総じてこの時期の住居跡の検出例は少ないようである。

ここで、少ない検出例ではあるが、諸磯b式期の住居について気付く点を2、 3挙げておく。

平面形は有尾式・黒浜式の時期にあまり見られなかっ九円形のものが主体となり、隅丸方形のものは減

少する。隅丸長方形のものは影をひそめてしまう。規模は直径約4~9mであり、有尾式・黒浜式期に比

べ若干大形化している。周溝をもつものは古町B遺跡で確認されているが、全体では少数になる。柱穴は

住居の壁に沿って並ぶようである。炉は地床炉が減り、石囲炉や土器埋設炉が目につくようになる。炉は

基本的には住居中央に設置されていたようであるが、糸井宮前遺跡134号住居址では石囲炉や士器埋設炉

が1つの住居内に複数存在する九め、この限りではない。

さて萩清フK 跡のS11だが、東半分が未調査の不完全な資料であるため、わかる範囲で検討してみ九

い。平面形は隅丸方形、規模は約6mであり、当該期としては中程度の住居である。周溝は存在するが全

周しない。炉や柱穴は特定できなかった。なお、 S11北西隅にあるSK2については、古町B遺跡例の

ように壁際に貯蔵穴をもつ例もあるが、ここでは切り合い関係が認められており、同時存在の貯蔵穴とす

るには問題が残るだろう。

上記のとおり、 S11は砥石を据えた土坑があるほかは規模・形態とも諸磯b式期の一般的な住居形態

であるといえる。

②陥穴状士坑

萩清水遺跡では22基の陥穴状士坑が検出され九。これは新井市教育委員会によって調査された隣接地で

検出され九200基あまりからなる陥穴状土坑列と一連のものと考えられる。よって、ここでは配列にっい

ては触れず、陥穴状士坑の構築時期の検討を行い九い。

検出された陥穴状士坑は底部の小ピットの有無で2大別、平面形で4大別される。 1a・Ⅱa類は板倉

町峯山B遺跡(泰1986)、湯沢町岩原1遺跡 aヒ村199の・岩原Ⅱ遺跡(佐藤1987)で検出されている。

峯山B遺跡では住居跡との切り合い関係から、同型のものの構築時期を縄文時代前期前葉以降末葉以前と

している。また岩原Ⅱ遺跡の出土土器の主体が諸磯b式士器であることから、萩清水遺跡のla・Ⅱa類

もおよそこれと近い時期に構築されたと考えられる。 1b類は岩原1に類例があるが、時期を推定するよ

うな根拠に乏しい。Ⅱb・ⅡC類は平面形は円形と隅丸方形で若干異なるが、掘り方は共に筒状である。

このような細い筒状の陥穴状土坑の例をみないことから、おそらく漏斗形の陥穴状士坑の上半分が削平さ

れて、筒状になったと推定される。漏斗形の陥穴状土坑の構築時期については岩原1遺跡で早期末葉から

20



前期前葉、妙高高原町大堀遺跡(立木ほか1996)で早期前葉など、比較的古い時期が当てられてぃる。萩

清フk 跡でも少数だが早期の士器が出士しているので、上限を早期として前期前葉ぐらいまでの構築時期

を仮定できるのではないか。Ⅱd類のような溝状のものは類例も多いが、構築時期は前期前葉から後期初

頭までの幅があり形態からだけでは判断は難しい。

次に覆土を見ると、色調で2大別される。暗褐色・褐色系の覆士のⅡb・ⅡC類、黒褐色.暗褐色.褐

色系のla・1b・Ⅱa類である。Ⅱb・ⅡC類は前期前葉までの構築時期が仮定されたものであり、 1

a・Ⅱa類は前期前葉以降末葉以前の構築時期が推定されたものである。よって、これらの陥穴状士坑は

前期前葉の中で共存していたか、あるいは前期の中でⅡb・ⅡC類→la・Ⅱa類の前後関係があったも

のと仮定できるのではないか。また、覆士が共通するということは構築時期の同時性は証明できないが、

埋没時期は近いことが推定できる。よって、 1b類については構築時期は推定できないものの、埋没時期

はla ・Ⅱ a類に近いと考えられる。

(1)士器

先述し九ように当遺跡からは、前期後葉を中心に早期前半~晩期後葉の土器が断続的に出士している。そし

て、それらの士器は時期や文様・器種にようて3群15類に分類されている。しかし、出士量は決して多くはな

く、 1回の発掘調査の出土量としてはむしろ少量の部類に含まれる。それゆえ、分類され九士器全体にっいて

検討を加えることは無理があり、差し控えたい。そこで、ここでは当遺跡を特徴づけるA群1類土器に限り、

その器形・文様、分布、編年的位置な

どについて少し検討を加えてみたい。
N

まずは器形と文様である。両者は、

4
1.萩清水遺跡

とから不明な点が多い。しかし、出士 2.豊原遺跡

3.刈羽貝塚
している破片から推測してみると次の

4.鍋屋町遺跡

ようなことが言える。器形は、口縁形 5・古町B遺跡 新潟市 阿
賀6.大倉遺跡
野

は平口縁(8)や緩やかな波状(3・ .2

弥彦山 濃
川32)および小突起④をもち、口縁部は

直立(4 ・ 8 ・32)ま九は内轡気味
0長岡市

.3(3)、胴部は筒状(4のである。文様は、
.△米山

平行沈線による文様施文は口緑部に限
'5

今
られ、胴部は斜行または羽状の縄文の 上越市゜

1.
みが施文されている。口縁部文様は、

6.

口縁と頸部に数条の平行沈線が巡って ヌ
富山県

,ケ/
平行沈線帯を作り、それらの平行沈線

長野市0

帯問に数条1組の平行沈線で直線・曲 長野県

線文様が施文されている。 第 7 図 A群1類土器の分布

Ⅲ萩清水遺跡



5 まとめ

次にその出士遺跡と分布であるが、第7図の様に今のところ県内では当遺跡の他、巻町豊原遺跡ω哩チ

・前山ほか19認、小野1994)、刈羽村刈羽貝塚(八幡1958、柏崎市史編さん委員会1987)、吉川町古町B遺

跡(泰・小林ほか1992、寺崎1997)、柿崎町鍋屋町遺跡(室岡・寺村1960、寺村・三井田・関1959)の 4 か

所で、県外では長野県飯山市大倉崎遺跡(高橋・中島・金井1976、高橋ほか1船のの計5遺跡で出士が確

認、されている。分布は、今のところ本県西部の海岸部を中心に、妙高山麓および長野県の飯山盆地で認め

られる。これらの士器を概観してみると、器形では口縁形態において、前述したもののほか明確な波状を呈

するものが大倉崎遺跡で認められる。文様では施文技法において、縄文地上に平行沈線のみで文様を描く

ものと平行沈線で文様を描き、その沈線問に同一の半戡竹管で爪形を施したものの2者が存在する。編年

的位置付けについては、 1号住居跡でA群4類の29が伴うことから諸磯b式に並行することはある程度理

解できるが、本遺跡出士のもののみではこれ以上踏み込んで言及することはできない。そこで、同タイプ

の士器が出士している古町B遺跡、大倉崎遺跡、刈羽貝塚の事例を参考にこの問題を少し考えてみたい。

古町B遺跡では27竪穴住居跡から同タイプの土器が出士している。それによると同タイプの士器と諸磯

b式新段階の士器、刈羽式土器、蜆ケ森式士器が伴出している。この刈羽式士器は、刈羽貝塚の混貝土層

出士の刈羽式士器と同タイプである。一方、諸磯b式の古段階に並行すると考えられる5号竪穴住居跡出

士の士器の中にはA群1類土器は認められない。大倉崎遺跡では実測図化が可能な大形破片などがB地点

1号住居跡から出士しており、やはり諸磯b式新段階の士器が伴出する。刈羽貝塚からは、当遺跡のA群

1類士器よりも古手と目される士器が貝層中から、 A群1類士器と並行かやや古手と考えられる士器が貝

層よりも上位の混貝土層から出土している。また、豊原遺跡では爪形が施され九ものは、施されないもの

よりもやや古いとの所見が述べられている。

以上のように、A群1類士器は諸磯b式に並行する在地の土器で、時期的には爪形をもたない「新段階」

と爪形が施された「古段階」に2分される。当遺跡出士のものは爪形をも九ないことから「新段階」に比

定され、諸磯b式新段階に並行するものと考えられる。なお、豊原遺跡や刈羽貝塚および古町B遺跡の出

土状況を見てみると、同一層位や同一遺構に刈羽式土器が伴出している。これらの状況から、 A群1類土

器は刈羽式を構成する有文土器の一角を占めるのではないかと考えられる。

②石器

萩清水遺跡S11出土の砥石類は、破損品を含め九砥石5点、擦切石器6点、石核2点がある。砥石のうち

3点は潮犬の砥面がある筋砥石である。九だ、未製品や製作途中で出る屑などが出土していないことから、被

加工物は不明である。その九め他遺跡と比較しな 砂岩
9754.58S 17

総量がら、萩清水遺跡の砥石類、特に筋砥石と擦切石
88.3"

器の対象物を考えてゆきたい。ただし、縄文時代 195.1g294.5R 46写

前期の遺助、で、筋砥石や擦切石器が出士した例は総量

ほとんど無いので、比較する遺跡は縄文時代前期 S 1 1

~晩期の遺跡とし九。

a.擦切石器について S 1 1
'

擦切石器が出士し九県内の遺跡には湯沢町岩
フフ.78

原1遺跡 aヒ村1990)、塩沢町五町歩遺跡(高

橋1992)・小千谷市城之腰遺跡(藤巻199D、 第



(23~)

^ 1 晦,,'

糸魚川市長者ケ原遺跡(士田ほか1986)・岩野B遺跡・川倉遺跡・細池遺跡(土田1986)、青海町寺地遺

跡(寺村ほか1987)がある。近県では富山県境A遺跡(山本199の・石川県チカモリ遺跡(増山1984・南

1984a ・ b)などがある。

境A遺跡では玉類と磨製石斧が製作されていた。境A遺跡の擦切石器には刃部が直線的なものと、外轡

したり内轡したりするものがある。直線的なもの、あるいは外轡するものは擦切技法に用いられ九可能性

が高いが、内轡したり波状になるものはほかの軟質材料の擦切に用いられたか、別の使用法を考える必要

があるとされている(山本199の。

糸魚川市の4遺跡では青海川の川底から産出し九硬玉を原料に玉造が行われていた。そのため、これら

の遺跡の擦切石器は主に玉造の工具として使用されていたと推定できる。擦切石器は刃部を下にした場合

の最大幅が~9師ほどで、刃部形態は直線的なものと曲線的なものがある。刃部断面形はV字形、U字形、

U字形があり、一定ではない。器体の最大厚は0.5~2Cmの幅がある。石材は砂岩である。

岩原1遺跡の擦切石器は滑石の原石に残る擦切痕に完全に一致することから、原石を分割するために用

いられたと推定されている。刃部は長さが~7Cm、断面形は片刃に近いV字状を呈する。

これに対して萩清水遺跡の擦切石器は最大幅~9.7Cmで、刃部形態は直線的なものと曲線的なものがあ

る。刃部断面形はU字形あるいは片刃に近いV字形である。器体の最大厚は1~3Cmの幅がある。

砥石という石器の性質上、大きさの上での厳密な比較はあまり有効ではないと思うが、萩清水遺跡の擦

切石器は大きさの点では糸魚川や岩原1遺跡のものに近いといえる。刃部形態もU字形が認められないほ

かは共通する。以上のように、萩清水遺跡の擦切石器は玉類研磨の九めの擦切石器に類似するといえる。

b.筋砥石について

筋砥石の研磨対象については、玉類、磨製石斧のほか骨角器、木製品などが挙げられているが、中でも

骨角器の研磨が主体であっ九可能性が高いと指摘されている(宮下1987)。五丁歩遺跡でも擦切石器と共

に筋砥石が出士しているが被加工物の出士はなく、骨角器が対象として挙げられている。なお玉類と磨製

石斧の両方を製作してい九境A遺跡では筋砥石の研磨対象は玉類であり、磨製石斧は対象とならないこと

が指摘されている(山本199の。磨製石斧の製作址である神奈川県尾崎遺跡(鈴木197フ)や新発田市館ノ

Ⅲ萩清水遺跡

杉後杉

第9図擦切石器集成図

艇1
＼



5 まとめ

内D遺跡(鶴巻1992)にも筋砥石はなく平砥石のみであり、これを裏付けている。

遺跡から出士した筋砥石を新潟県を主体にまとめ九のが第10図である。 1~9は玉類の研磨に使用され

九と推定される筋砥石であり、10~29は共伴石器に玉類の未製品や敲石が無いことから、玉類の製作に伴

わない筋砥石であると考えられる。玉類の製作に伴う筋砥石は溝状砥面の幅が均一かつ直線的であり、溝

状砥面が複数ある塲合は単位ごとに平行してほぼ等間隔に走っている。これに対して、玉類の製作に伴わ

ない筋砥石の溝状砥面は1本1本が直線的ではなくとぎれとぎれに走っており、幅も一定していない。複

数の溝状砥面がある場合は平行せず、不規則に並んでいる。このように、玉類を研磨し九筋砥石とそれ以

外の筋砥石では、溝状砥面のあり方に違いが認められるこの結果と萩清水遺跡の筋砥石を比較してみる。

萩清水遺跡の筋砥石の溝状砥面はいずれもごく浅く、幅や走行方向が一定ではない。これは玉類製作用

ではない筋砥石の特徴を示している。組成に未製品や敲石が無いことからも萩清水の筋砥石は玉類以外の

もの、骨角器など?を研磨対象にしていた可能性が高いといえよう。

C. S11における作業内容について

最後にS11で行われていた作業内容について検討してみ九い

S11の床面には砥石が据えつけられた士坑があった。この砥石は両面に砥面があることから、士坑に

据えられ九まま常に一定の向きで固定されてい九わけではなく、必要に応じて向きを変えて使用されてい

た可能性が高い。砥石を士坑に保管していたとも考えられるが、士坑の位置が保管のためのものにしては

住居の中心に近く、その可能性は低いと思われる。

以上のことから、 S11では筋砥石や士坑の中に固定された砥石を用いて、ほぼ恒常的に骨角器などの

研磨作業が行わていたと推定される。擦切石器にっいては玉類の細部加工に用いられたとも考えられる

が、判断材料に乏しいので言及は避け九い

,,



第3表萩清水遺跡

遺構名

S

Sn-PI

S 11- P 2

S 11- P 3

S 11-P'

S 11- P 5

S 11- P 6

S 11- P 7

Sn-P8

S 11- P 9

S 11- P I0

S 11-P11

S H-P12

S 11-P13

S 11- PH

S 11-P15

S 11- P 16

S 11-P17

S 11-P18

S 11-P19

S K I

S K 2

S K 3

S K 4

S K 5

S K 6

S K 7

S K 8

S K I0

S K Ⅱ

S K 12

S K 13

S K 14

S K 16

S K 17

S K 18

S K 21

S K 24

S K 25

S K 26

S K 27

S K 28

S K 29

S K 30

S K 31

S K 32

S K 33

S K 34

S K 35

S K 36

S K 37

S K 38

S K 39

Pi1 20

Pit 23

位

5 H18~20

5 HH22~25

5 H19

5 H19

5H19

5 H18

5 H18

5 H18

5 H22

5 H23

5 H23

5 H23

5 H23

5 H23 ・ 24

5 H24

5 H24

5 H24

5 H24

5 H24

5 H24

5 H24 ・ 25

7H12・13

5 印9・20

7 D 7 ・ 12

7 D14・15

7 F 9 ・ 14

8G2・3

8H4・5

9 H11~16

4G18・19

3 H 9 ・ 10

3H15・ 4H11

5 FI0・15

5 H 6 ・ 11

6G14 ・19

4 G23 ・ 24

9 J12

7 H22

6 E 8 ・ 9 ・ 13 ・ 14

7G2・3・フ・8

8 田4 ・15

4 B 9 ・ 14

8JI・2・6

6 田4

5 G23 ・ 24 ・ 5 H 3 ・ 4

6G17・22

712・フ

6 E21・ 6 F I

8 H 7 ・ 12

7 H 5

5 E 9 ・ 10 ・ 14 ・ 15

5 G 9 ・ 10

4 F20・ 5F16

8印1・12・16・17

9 J17

4印0・15

遺構観察表

置 長軸方向
上

長軸(m)

(595)

端

短軸(m)

24

22

町

18

23.5

20

24

下

長軸(m)

(566)

端

短軸(cm)

14

21

9.5

13

Ⅱ

深度
(cm)

如

Ⅲ萩清水遺跡

56

19.5

20

詑

考備

東半分1網査範囲外のナこめ未発掘

竪穴住居跡砥石類多数・縄文土器

32

15

12

13.5

(56)

15

柁2)

28

21

22

13

49

16.5

器

33

24

26

15

舶

156

84.5

即

123

125

114.5

剛

呪

106

舵

121

112.5

132

165

(86)

71

104

78.6

168.5

92

甜

即

114

61.5

80

冊

93

73

124.5

74.5

195

Ⅱ5

33

36 焼礫含む

N ・ 72゜

N ・ 45゜

N ・ 63゜

N ,50゜

N ・ 40゜

N ・11゜

N ・フ゜

N ・ 68゜

N ・ 59゜

N ・ 47゜

N ・ 33゜

N ・ 42゜

N ・ 37゜

N ' 87゜

N ,61゜

N ・ 18゜

N ・ 66゜

N ・ 72゜

N ・ 55゜

N ' 14゜

N ・ 22゜

N ・ 19゜

N ・ 38゜

N・4゜

N ・ 83゜

N ・ 56゜

N ・ 47゜

N ・ 68゜

N ・ 41゜

N ・ 25゜

N ・ 22゜

N ・ 62゜

N ・ 42゜

N ・ 20゜

N ・ 20゜

18

6.5

フ.5

(鋤

Ⅱ

Ⅱ

13

13.5

能

舵

40.5

23

31

24

43.5

21.5

36.5

記

41.5

30

53' 5

13

U

(91)

43

31

36.5

69

55.5

詑

51

86

30

46

聞

55.5

Ⅱ

21.5

14

13,5

46

129.5

68

26

86

100

認

23

84

71

60

袷

78

23

78.5

(鋤

U

75.5

48.5

139

67

託

認

90

諦

67

78

56.5

心

78

50

M7

諦

16

17

東半分1瑚査範囲外のナこめ未発掘

覆士に炭化桝冶まれる

開

35.5

14

14

舵

68.5

船

62

65.5

62

嗣

74

65.5

認

81.5

68.5

97

a⑫

58

73

65.5

91.5

部

財

66

106

45' 5

73

70

86

57

81

73.5

詑

79

31

33

10.5

45

15

21

14

10.5

32

56

"8 、

61.5

74.5

?5.5

部

71

76

70

朋

卯

26

如

引、5

31.5

34

π

86

袷

89.5

73.5

朋

39

袷

80

90

84

フフ

66.5

64

61.5

37

33

部調査範囲外のナこめ未発掘

P16に切られる

P1陀切る

縄文士署(図版6-3"・石匙咽版9-26)・剣片・砥石(餓9 -

縄文士器東但1をS 11に切られている

陥穴状士坑la類

陥穴状土坑IC類

陥穴状士坑la類底面ピット1基

陥穴状士坑la類

陥穴状士坑la類底面ピット1基

陥穴状士坑la類1噸似

陥穴状士坑la類

陥穴状士坑la類底面ピット1基

陥穴状土坑la類

陥穴状士坑la類底面ビット1基

縄文土器咽版6 一詑・33)

焼士あり

縄文土器咽版6 -34~36)

焼土あり

撹乱か?

陥穴状士坑la類

陥穴状士坑IC類

陥穴状士坑la類底面ビット2基

陥穴状士坑lb類

陥穴状士坑lb類

陥穴状土坑lb類

縄文士器(図版6一認)・不定形石矧図版9-29

焼士あり

陥穴状土坑lb類

陥穴状土坑lb類

鮠穴状土坑IC類

鮠穴状士坑IC類

鮠穴状士坑la類

陥穴状士坑IC類

陥穴状土坑ld類

焼士あり

.
0

E
E
E
E
W

釧
心W

E
E
W

9
9
2
8
9
5
4
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0

2
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0
 
6

フ
-
0
 
"
0
 
6
 
8
 
8
 
6
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第4表萩清水遺跡石器観察表

番号 形

砥石

砥石破損品

砥石

砥石未製品

砥石

擦切石器

擦切石器

擦切石器

擦切石器

擦切石器

擦切石器

石核

石核

石錐

不定形石器

不定形石器

不定形石器

不定形石器

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

磨石類

石匙

砥石

磨石類

不定形石器

石鐶

箆状石器

石匙

両面調整石器破損品

不定形石器

不定形石器

剰片

磨石類

磨石類

2

3

4

態

5

出土位置

S 1 1

S11(5T)

S 1 1

S 1 1 ( 5 T)

S 1 1

S 1 1 ( 5 T)

S 1 1 ( 5 T)

S 1 1

S 1 1

S 1 1 ( 5 T)

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1 ( 5 T)

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S 1 1

S K I

S K I ( 4 T)

SK13 5 F

SK30 5 H

6

7

8

9

長(師)

10

Ⅱ

17.0

幅(飢)

14.8

13.0

12

22.65

5.4

13

14

厚(伽)

9.3

5.9

15

17.4

フ.05

16

重量(g)

2,790

2,980

143.8

6.45

8.フ

8.5

17

3.05

フ.2

11.35

4.0

18

石材

砂岩(中粒)

砂岩(粗粒)

砂岩(粗粒)

砂岩(細粒)

砂岩(粗粒)

砂岩御玉*且*立)

砂岩(極粗粒)

砂岩(粗粒)

砂岩(中粒)

砂岩休餅立)

砂岩(微粒)

砂岩(粗粒)

砂岩(微粒)

チャート

安山岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

砂岩(極粗粒)

砂岩(中粒)

砂岩(中粒)

砂岩(微粒)

安山岩

無斑晶質安山岩

凝灰岩

粘板岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

凝灰岩

珪質頁岩

チャート

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

安山岩

安山岩

フ.5

2.6

19

フ.6

4.4

9.フ

8.75

5.0

20

3.65

4.6

21

148.2

1.3

22

500

9.35

備考

4.45

2.6

2.フ

23

192.9

17.3

11.5

3.65

24

2.15

フ.8

1.5

25

159.2

18.4

フ.4

1.1

26

233.フ

4.フ

5.8

フ.9

0.8

1.65

0.5

27

23.0

18.1

8.5

425.フ

2.45

4.9

30

581.9

3.6

31

5.4

3.4

2.フ

0.9

1.0

32

46.0

3.2

3.85

4.フ

33

3.2

フ.5

3.65

0.フ

34

9.0

20.1

6.0

4.05

357.5

562.9

35

13.フ

5.45

6F

(3T)

6H

7H

(2 ・ 3T)

表採

6H

(3T)

(4T)

36

4.6

3.3

10.15

2.9

K類

D 3類

0.75

2.65

37

10.9

82.フ

10.0

43.フ

6.8

B 2類

B 1類

E 2類

H類

38

4.5

0.75

26

3.75

5.5

3.35

5.9

1.0

9.0

6.フ

2.15

0.8

896.フ

4.1

0.フ

16.0

2.05

4.4

1.2

11.9

2.3

4.15

0.45

165.6

3.4

2.6

A類

C類

20.8

4.65

4.1

13.2

10.35

C類

2.0

5.4

88.3

9.4

3.6

3.フ

6.05

9.25

0.5

1.3

E類

J類

0.8

5.5

9
 
8

3
 
2

4
9
7
2
7
8

8
1
2
5
2
2

0
 
9

2
 
3

8
 
9

2
 
2

9
 
2

0
 
2

1
 
6

3
 
8

3
 
7
 
8

2
 
0
 
0



第5表萩清水遺跡

出土位置

石器組成表

形

砥石

擦切石器

石核

破砕礫

石錐
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調査の概要

第Ⅳ章

1.調査の概要

A.グリッドの設定(第Ⅱ図)

グリッドはS TANQ362+00 (X =111160.6692, Y=-24029.692D と S TANO.365+00 (× 111112

6071, Y=-24065.607フ)を結んだ直線をX軸、これに直交する線をY軸とし、これを基に方眼を組んだ。

X軸は真北に対して約37゜東偏する。大グリッドは10m方眼とし、南北方向を北から1~20、東西方向を

西からA~Gに分けて、 1A」などのように組み合わせて呼称した。小グリッドは大グリッドを2×2

m方眼に分けて各大グリッドの北西隅を起点、南東隅を終点として、 1~25の番号を付し、「1A 2」の

ように大グリッドと組み合わせて呼称した。

本木新田B遺跡
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. 基本層序(第口図)

三本木新田B遺跡の調査範囲は南西から北東にかけて下る斜面で、標高は約155~162m

である。士層堆積状況は層厚に幅があるほかは一様で、以下のとおりである。

1層:黒褐色士。現表土である。層厚10~30cm。

Ⅱ層:黒褐色士で1層よりゃや固くしまりが良い。層厚10~30cm。

Ⅲ層:黒褐色士。小礫が多く含まれる。層厚20~60cm。

Ⅳ層:褐色土。V層への漸移層で場所により拳大~人頭大の礫が含まれる。層厚10~30cm。

V層:明褐色土の口ームである。

遺物包含層はⅡ~Ⅳ層、遺構確認面はⅣ層あるいはV層上面である。基本層序の確認は

昭和61年度の一次調査時に行ったが、一次調査終了後の埋め戻しに際してⅡ~Ⅳ層の士を

誤って広範囲にわ九り撹乱してしまっ九。そのため、昭和62年度の二次調査では遺物の出

士位置に関する充分な情報を得ることができなかった。

S17 13Eで検出されたが、南東隅は調査範囲外であったので調査できなかっ九。

後に示すような床面施設のあり方からS17を3基の住居跡に分雜し九。分離した3基の住居跡を北か

ら S 1 7 a ・ S 1 7 b ・ S 1 7 C と呼称する。なお、「S 1 7」はS 1 7 a~Cの総称である。

S 17 は長軸約11m、短軸約6.5mで、長軸方向はN-12゜-Eである。

S17の床面は張り床・敲き締め・焼き締めなどは行われておらず、凹凸が認められた。北壁・西壁・

南壁には周溝がめぐるが、西壁の周溝は壁面中間付近でいったん途切れる。周溝の底面は平滑ではなく、

凹凸が激しい。床面からの深さは最大で15Cmである。炉は地床炉で、 S17の中央部から若干北寄りのと

ころが直径80肌・深さ10師の皿状に掘り窪められており、中から焼士と焼礫2点が検出され九。このほか

に、 PI0の西側に約30cmの範囲で焼土が検出され九が、炉として使用されていた形跡はない。

柱穴と推定されるピットはP I~Ⅱである。平面形は円形のもの(P I~6 ・ 9 ・1のと隅丸方形のも

の(P 7 ・ 8 ・1D がある。大きさは円形のものが直径約40~70cm、隅丸方形のものが長軸長約55~80cm

でややぱらつきがある。深さは25~50伽である。

第12図

三本木新田B

遺跡基本層序

Ⅳ三本木新田B遺跡

三本木新田B遺跡では縄文時代の竪穴住居2基(3基?)、陥穴状土坑1基、士坑10基が検出された。

遺構は北東~南東斜面の標高158.5~159.5mのところに分布する。グリッドでいえぱ8~9 ・ C~Eのお

よそ30m四方にまとまっているが、 S 17が少し外れ九13Eにある。 SK 6 は一次調査時にSTA351付

近で単独で検出された。このほか、一次調査時に9DI0付近で検出されたSD3があるが、二次調査時に

撹乱と判断され九(第13図)。

A.竪穴住居(図版12・13・38)

Ⅳ
 
V



3 遺 構

西壁の周溝がP8のところで途切れている

こと、炉を中心にP I~8の柱穴がめぐるこ

とから、この範囲を1基の住居跡と捉えSI

7 a とする。この場合、 S 17 aは一辺約7

mのほぼ正方形の竪穴住居となる。柱穴の配

列はP I~8をひとまとまりと考え、炉を中

心辺二し九円形の配列、あるいはP 2とP7を

結んだ線を主軸にP I -P 3、 P 4 P 5、

P6 P8の3本の横軸が交わる配列が考え

られる。

残るP9~10はS17aを南側へ拡張した住

居跡S17bのものと推定される拡張と考え

た理由は、西壁の周溝がS17aの西壁の延長

線上にのること、 P11がS 17aの主軸と推定

したP2 P7のほぼ延長線上にのり、またそ

の場合P9とPI0を結んだ線はP I P3など

の線と同様に主軸に交わる形をとることなどで

ある。炉はS 17aのものを使用していたのだ

ろう。なお、拡張に際してS 17aの南壁周溝

は掘り飛ぱされ九ものと考えられる。 S 17b

はS 17 aを合わせた大きさで、長軸10.24m、

短軸6.48mの隅丸長方形の竪穴イ主居だったと推

定される。 S17bの南壁外側から南へ向けて

伸びる住居の周溝らしきものとピットが検出さ

れたが、大部分が調査範囲外であり詳細は不明

である。一応住居跡と考え、 S 17Cとし九。

切り合い関係から、 S 17Cの構築時期はS I

7bに先行すると判断できる。

遺物は、床面から出士したものに縄文土器

(図版15) B群 1類a (1~3 ・ 8)・ B群 1類

b (4 ~フ・ 9 ~23)・ 5 類(29~68 ・ 76)・ B

群2類(24~26)・ B群3類(70~73)・ A類2

群(69)・ C群2 類(74 ・ 75)・ F群(フフ・ 78)・

G群く79)と石器があり、石器(図版19・2の

には不定形石器G類(4)、磨石類C類(11)・

D類 a2)・ F類 a4)、筋砥石⑮がある出士

位置は壁際や周溝内に偏るとくに縄文土器54

゛



~56はS17aの南東隅のS17bとの境付近からまとまって出士した。覆土から出士し九縄文士器(図

版15~17)はA群、 B群 1・ 2 ・ 3類、 C群2類、 E群3類、 F群のものがある。石器(図版19)は石匙

1点(3)、両極石器 1点(5)、剥片類 5点(7 b)、石核 1点(7 a)、磨石類 3 点(9 ・10 ・14)、

磨製石器1点(のがある。

S17aとS17bの床面出士土器は有尾式期のものに限定されることから、住居の構築・拡張ともこ

の時期に行われたと考えられる。また、周溝や柱穴の方向か拡張前後でほぼ共通することなどから、 SI

7aからS17bへの移行は連続するものだったと推定される。

なお、 S 17b内にあるSK14がS 17bの付帯施設なのか後から掘り込んだものなのかは、土層観察

で明らかにすることができなかった。 S 17a内のSK15は検出面がS 17と同一であることから、 S I

7より後の掘り込みである可能性が高い。

B.陥穴状土坑(図版14・38)

SK6 STA351付近で単独で検出された。確認面はⅢ層である。平面形は隅丸長方形で断面形は漏

斗形をしている。底面にピットが1基ある。覆士の堆積状況は底部付近が水平堆積、中間部が壁の崩落と

みられる不規則な堆積、上部が水平堆積をしている。 1基のみの検出であるため、配列などは不明である

Ⅳ三本木新田B遺跡

C.士坑(図版13 ・14 ・ 38 ・ 39)

士坑は分布に規則性がなく遺物量も少ないため、個々の性格や相互の関係は不明である。

SK 1 8 C17付近に位置する。直径2.1m、深さ 7肌の皿状の士坑で、底面中央部に深さ26Cmの円形の

ピットが1基ある。底面北東部からは縄文士器が多数出士した。出土士器(図版16)はB群1類a く8D

・ 2類(84 ・ 85)・ 4 類(8の・ 5類(82 ・認・ 86~88)に分類される。

SK 2 7 E21付近に位置する。平面形は隅丸長方形で長軸長140cm、短軸長H7Cル深さ34Cmである。底

面に深さ 8Cmの小ピットが 1基ある。

SK4 9D23付近に位置する。一辺約3.1mの隅丸方形の皿状の士坑で、深さは20飢である。南壁面中

央立ち上がり部分に 1基、底面に 2基のピットがある。底面中央のピットは浅く、深さ約5Cmである。覆

士から縄文土器と剥片3点・磨石類1点(図版20-16~19)が出士した。縄文士器(図版16)はB群4類

(89)・ 5 類(90・9D、 C群 3類(92)に分類される。

S K 5 10D23に位置する。平面形は楕円形で長軸長50cm、深さ48Cmである。B群5類士器(図版16-93)

が出士した。

SKI0 8 D16付近に位置する。平面形は楕円形で長軸長Ⅱ5Cm、深さ15伽である。

SK11 9 CI0付近に位置する。平面形は不整楕円形で長軸長86Cm、深さ15Cmである。

SK12 9D 6付近に位置する。平面形は不整楕円形で長軸長Hocm、深さ41肌である。掘り形は皿状で

壁面の立ち上がりは急である。底面西側に深さ約14CⅢの小ピットがある。

SK13 8E8付近に位置する。南東部分を大きく撹乱されているが、平面形は楕円形だったと推定される。

SK14 S 17 bの中、13E25付近に位置する。 S 17bとの切り合い関係を土層で確認することが困難



4 遺 物

だっ九九め、 S17bより新しいものかS17bの付帯施設なのか断定しかねる。平面形は円形で直径約

170cm、深さ22伽である。遺物はB群5類の縄文士器(図版16-97)と剥片(図版19 8)が出士した。

S K15 S 17 aの中、 13E 4付近に位置する。 SK14と同様にS 17 a との関係は不明だが、検出面が

S17と同一面であったこと、 S17-P1を切っているとみられることからS17a埋没後に掘り込ま

れ九可能性が高い。平面形は楕円形で長軸長は205Cm、掘り方は皿状で深さ24伽である。B群5類士器(図版

16-96)が出士し九。

4 .

A.士器(図版15~18・40~43)

物

(1)概略

本遺跡からは平箱で17箱余りの士器が出士している。出士士器は、縄文時代早期から晩期までとほぼ各

時期のものが認められるが、その時期的な内訳は縄文時代前期中葉が圧倒的に多く、次いで同早期末葉、

同中期末葉の順である。出士は住居跡からが突出しており、グリッドでは10Dからの出士がやや目立つ程

度である。胎土は全体には凝灰岩を含むものが目立ち、縄文時代早期末葉から同前期中葉にかけては当然

のことながら繊維を含むものが多い。焼成は、全体的に見て良好なものがやや多い。器壁の厚さは6~8

m位のものが最も多く、中でも7mm位のものが目立った。器壁への炭化物の付着はあまり多くはなく、付

着しているものの大半はスス状炭化物であった。

②分類

分類は、以下のように時期ごとに大別し、ある程度まとまりのある時期をA群からE群、まとまりのな

いものを一括してF群、時期不明のものをG群とし九。そして、さらに群内を文様を中心に類別し九。な

お、出士し九士器はB群3類を省けぱほとんどが深鉢である。

A群縄文時代早期末葉の土器

1類口縁部を中心に絡条体圧痕等で文様が施文されているもの。

2類器面の内外面に条痕文や縄文ま九は撚糸文が施文されるもの。1類の胴部破片も含まれる。

B群縄文時代前期中葉の士器

1類口縁部~頸部にかけて半裁竹管を施文具とした爪形で文様が施文されているもの。爪形が点列

状である「a」と爪形が連続する「b」に2分される。有尾式土器の範疇に含まれる士器である。

2類口縁部~頸部にかけて平行沈線で文様が描かれているもの。これも有尾式土器の範疇に含まれ

る士器である。

3類口縁部だけでなく頸部~胴部にもコンパス文や平行沈線文などが密に施文されている鉢で焼成

は良好である。根小屋式土器(寺崎1996)と考えたい。

4類コンパス文が描かれているもの。内面の整形が丁寧で、焼成も良好なものが目立っ。北陸地方

の朝日C式土器の影響を受けていると考えられる。

5類全面に縄文が施文されているもの。 1・2類の胴部破片も含まれる。

6類上記の分類に当てはまらないもの。

7類当期に比定される底部。

詑

遺



C群縄文時代前期末~中期初頭の士器

1類結節状浮線で施文されているもの。

2類半戴竹管により平行沈線や爪形、ヘラ状工具により単沈線などが施文されているもの。

3類結び目縄文が施文されているもの。

D群縄文時代中期末葉の士器

1類縄文地上に微隆帯で区画を施し、区画外の縄文を磨消したもの。

2類沈線で区画し、区画内に縄文を充墳したもの。

3類胴部に条線を施文し九もの。

4類縄文のみを施文したもの。

E群縄文時代後期後葉の土器

1類磨消縄文で施文されているもの。

2類単沈線で施文されているもの。

3類縄文のみが施文されているもの。

4類無文のもの。

F群その他の時期の土器

G群時期不明の士器

(3)遺構出士の士器(図版15、図版16-67~107)

a. S 1 7 a ・ b Q ~79)

1~3・8はB群1類aに分類される。 1・8は点列状の爪形が巡り、その間は横位平行沈線で満たさ

れている。両者とも胎土には繊維は含まれていない。 1はS 17aの床面より出土している。 2 はLRの

縄文地上に爪形でユニオンジャック風の文様を施文している。 3は無文地上に爪形が施される口緑部~胴

部上半の破片で、胴部は縄文が施文されている。 4~フ・9~23はB群1類bに分類される。 4~7は口

縁に数条の爪形が巡り、その下位には縄文が施文されている。 7の原体はRLである。 5・6の胎土には

繊維は含まれていない。 4・6の外面にはスス状の炭化物の付着が認められる。 9~13は頸部~胴部上半

の破片である。胴部には縄文が施文され、 9の原体はLR、10・12・13は羽状縄文である。 14~19は無文

地の口縁部に数条の爪形が巡り、それらの爪形間に「D」字状の点列爪形が施されている。19は覆士上層

から出士している。焼成は良好なものが多く、器面整形も丁寧である。17の外面にはスス状の炭化物の付

着が認、められる。20・21は縄文地上に爪形や平行沈線で文様が描かれている。22・23は無文地上に数条の

細かい爪形が巡る。両者とも器壁が薄く、器の胎土には繊維が含まれず、内外面の整形も丁寧である。24

~26はB群2類に分類される。 25は波状口縁で、原体はRLである。 26の原体はLRである。 27・28・70

~73はB群3類に分類される。焼成は良好である。 72はS 17aの床面から出士している。73は28と同一

個体である。 29~68・76はB群 5類に分類される。 29~認・63・66はえ羽犬縄文、 54~62・64.砺.67.68

・ 76は斜縄文が施文されている。 43・47・48・52・53はS 1 7 aの床面、 50・76はS 1 7 bの床面、49は

P8上面、 29はS 1 7 b上層、 51・64 ・66は覆土上層から出土している。 54・56・60・65・釘・ 68の原体

はRL、郭・57・58・66の原体はLRである。 29・63・76は胎士中に繊維を含んでいない。 50・51の外面

と65の内面にスス状炭化物、 68の内面にタール状炭化物の付着が認められる。 31と32、 37と38は同一個体

である。61は士器片利用の土製品、67は口縁に細隆帯が巡る。76は、口縁部分が無文帯で胎士中に繊維を

Ⅳ三本木新田B遺跡



4 遺 物

含まず、焼成良好、器壁薄く、内面の整形も丁寧である。時期を後期後葉とするか前期中葉とするか迷っ

九が、胎土の質感や出土地点が住居跡の床面であることから後者とし九。

69はA群2類に分類される。外面に縄文、内面に条痕文が施文されている。胎士中には繊維の他に凝灰

岩や石英を含む。74・75はC群2類に分類される。同一個体であり、覆士上層から出士している。フフ・78

はF群に分類される。フ7は諸磯a式士器で、縄文地上に円形刺突と3本沈線で肋骨文が施文されている。

内面の整形は丁寧である。78は晩期後葉に比定され、器面に横位あるいは斜位の条痕文が施文されている。

内面にスス状炭化物の付着が認められる。79はG群に分類される。焼成良好で、底径9.2Cmを測る上げ底

気味の底部である。覆士上層より出士している。

b. S KI (80~88)

80はB群4類、 81はB群 1類a に分類される。 81の原体はRLである。 82・83・86~88はB群5類に分

類される。 82・83は羽状縄文、 86~朋は斜縄文が施文されている。釘・88は同一個体である。 84・85はB

群2類に分類される。沈線内に細かい押し引き状の刺突が加えられている。84・舗は同一個体である。

C. S K 4 (89~92)

89はB群4類に分類される。口縁部にコンパス文が密に施文され、胴部文様との境界には1条の点列状

の爪形が巡り、胴部には原体LRの縄文が施文されている。90・91はB群5類に分類される。縄文の原体

は共にLRである。92はC群3類に分類される。縦位の結び目縄文が施文されている。

d. SK 5 (93)

B群5類に分類される。原体LRの縄文が施文されている。器壁は11肌と厚い。

e . S K14 (97)

B群5類に分類される。胎土中には凝灰岩や繊維の他に礫を含む。

f. S K15 (94~96)

94・95はB群1類bに分類され、同一個体の可能性がある。94は頸部~胴部上半の破片である。胴部に

は菱形様になる羽状縄文が施文されている。95は、無文地の口縁部に3条の爪形が巡り、爪形問に「D」

字状の点列爪形が施されている。胴部には縄文が施文されている。焼成良好で内面の整形も丁寧である。

外面にスス状炭化物の付着が認められる。96はB群5類に分類される。原体RLの縄文が施文されている。

焼成は良好で、器壁も4mmと薄い。

g. S D 3 (98 ・ 99)

98・99はF群に分類され、共に晩期後葉に比定される。98は口縁に2条の沈線が巡る鉢形士器である。

99は無文で、外面にスス状炭化物の付着力靖忍められる。内外面の整形は丁寧である。

h.一括土器 aoo~107)

12Aから次のような士器が一括して出土した。100はB群4類に分類される。焼成良好で、内面の整形

も丁寧である。 101~103はB群3類に分類される。共に同一個体で、焼成は良好である。104~107はB群

5類に分類される。 104・106は羽状縄文、 105・107は斜縄文であり、 105・1俳の原体はRLである。

(4)遺構外出士の士器(図版16-108~129、図版17、図版18)

A群(108~13の 108~117は 1類に分類される。 108・ H0は 5 C、 109 ・112は 6 B、 H1は13D、 113

は12B、 115は10D、 116・117は10Eから出土している。 108・113の地文は撚糸、 114の地文は縄文である。

116・117は同一個体である。



118~130は 2 類に分類される。 118~122は10E、 123 ・ 124 ・ 126.129は 5 C、 127.128は 7 B 、 130は

6Bから出士している。125は表採である。124の内面にはスス状炭化物の付着力這忍められる。125は内面

に撚糸文、127・129は外面撚糸文・内面条痕文、124・126は外面撚糸文、130は外面縄文.内面条痕文が

施文されている。Ⅱ8~120は同一個体である。

B群(131~195) 131~140は 1類b に分類される。 133は16E、 134は12B 、 135は12E、 136は160、

137は12C、 138は13A、 139は14C、140は8Dから出士している。 131・132は表採である。 138の原体はL R

である。139の胎士には繊維が含まれず、135・137の内外面の整形は丁寧、焼成はほとんどが良好である。

141~143は 2類に分類される。 141は10D、 142は12E、 143は13Aから出士している。 141は波状口縁の

深鉢で胎土に繊維が含まれず、焼成も良好である。142は内面の整形が丁寧で、外面にはスス状炭化物の

付着が認められる。 143には「ハ」の字状の刺突が認められる。 145・146は3類に分類される。 146は13E

から出士し、145は表採である。両者とも焼成良好で、145の外面にはスス状炭化物の付着が認められる。

144は4類に分類される。内面の整形は丁寧である。

147~175 ・ 17フ~179 ・ 181~192は 5 類に分類される。 147は 7 B 、 148 ・ 176は12B 、 N9~153は 2 E、 1

54は13D 、 155 ・ 177は 9 B 、 156 ・ 18Hよ16C 、 157 ・ 164 ・ 165 ・ 188は14 E 、 158 ・ 183は 9 D 、 159は14C、

160 ・ 186は10D、 162 ・ 163 ・ 189は6E 、 166~169は16D、 170 ・ 187は12D、 167 ・ 171~174は14D、 175は

H B、 178~180は 8 B 、 182は13C、 184は12C、 185 ・ 195は 5 C 、 190はH E 、 191.192は12E から出土

している。 161は表採である。 147~160 ・174 ・181・182 ・187 ・191・192は羽状縄文、これら以外は斜縄

文が施文されている。 151・ 161・ 163 ・ 166 ・ 170 ・ 173 ・ 175 ・ 184 ・ 188 ・ 189の原体はR L 、162.164.167

・169・171・172・186・190の原体はLRである。ほとんどの胎土に繊維を含むが、 162には含まれていな

い。157・186の外面にはスス状炭化物、150の内面にはスス状炭化物・外面にはオコゲ状炭化物、152の内

面にはタール状炭化物・外面にはスス状炭化物、 151・153・159・168の内面にはオコゲ状炭化物、 155・

161の外面にはオコゲ状炭化物の付着が認められる。191・192の内面の整形は丁寧である。191には補修孔

らしき孔が穿かれている。

176・180は 6類に分類される。 176は12B、 180は 8 Bから出土している。 176は縄文地上に5条の櫛歯状

沈線が斜行する。 180は外面に条痕が施されているもので、胎士等の様子からB群とした。193~195は7

類に分類される。193の原体はRL、焼成良好で器壁も4mmと薄い。 194の原体はLRで底径は10cmを測る。

195も底径10伽余りで、形状は上げ底気味である。

C群 a96~205) 196~198は 1類に分類される。 196は13D、 197・198は9 Dから出土している。 197

・198は同一個体である。 199・200・ 205は 2 類に分類される。 199は10D、 200は14E、 205は 7 Bから出

士している。 199は波状口縁である。 201~204は3類に分類される。 201は11E、 202~204は10Dから出土

している。 202~204は同一個体で、原体はRL、底径は15.2Cmを測る。

D群(206~218) 206~210は2類に分類される。いずれも9 Dから出土しており、同一個体である。

充垣縄文の原体はLRである。加曽利EⅣ式土器と考えられる。218は 1類に分類される。 9Dから出士

している。外面にスス状炭化物の付着が認められる。206~210と同様に加曽利EⅣ式士器ま九はそれに並

行する士器と考えられる。 211・212・ 216・ 217は 3 類に分類される。 211は16E、 212は16D、 216は巧E、

217は17Dから出士している。縦位の波状条線や直線状の条線が施文されている。2Hの内面と217は外面

にはオコゲ状炭化物の付着力這忍められる。 211・212は同一個体の可能性がある。213~215は4類に分類さ
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れる。 213は10E、 214・215は9 Dから出土している。 214・215は同一個体で、原体はLRである。

E群(219~228) 221・225は 1類に分類される。 221は13Dから出士し、 225は表採である。 221は、

やや膨らみのある胴部をもち、そこから口縁部は直立気味に立ち上がり、口唇部には4単位の突起が付け

られ、口径は28.5Cmと推定される。口縁には2条の沈線が巡り、その沈線間およびその上位には立て刻み

状の刺突が2条にわ九って加えられている。それ以下の口縁部は1条の沈線によって上下に2分され、上

位は羽状縄文が施文されているが下位は羽状縄文が磨消されて無文帯となっている。頸部には3条の沈線

が巡り、その沈線間には口縁と同様の施文技法による刺突が2条加えられている。胴部も1条の沈線で上

下に2分されるが、上下とも縄文地上に5本1単位の沈線が羽状に施されている。内外面にスス状炭化

物の付着が認められる。225は原体RLの縄文が施文され、外面にはスス状炭化物の付着が認められる。

219・220・223・224は2 類に分類される。 219は 6 D、 220は 9 Dからの出士である。 223・224は表採であ

る。219は波状口縁である。瘤が添付される可能性が高い。220は口径24伽を測る浅鉢である。口縁部に三

叉状の文様が描かれ、それ以外は無文である。内外面の整形は丁寧である。223は断面形から221に類似す

る器形を呈するものと推定できる。224はその傾きから壺と考えられる。226は3類に分類され、表採であ

る。頸部付近が無文帯となり、以下には縄文が施文されている。断面形からして223と同一個体である可

能性も考えられる。 222・227・228は4類に分類される。 222は7 Bから出土し、 227・228は表採である。

222は内外面の整形が丁寧であり、227は赤彩されている。

F群(229~243) 229は13Eから出士し、横位の山形が施されている押型文士器である。232は9B、

233は18D、 235は5C、 234は一次調査の3 トレンチから出土している。 236は表採、 237は出士地点不明で
註)

ある。原体はいずれも0段多条の燃糸の可能性がある。前期初頭に比定されるものと考えられる。230・

231は10Bから出士している。原体は異なるが、 232~237と同時期と考えられる。 238は17D、 239~243は

6Bから出士している。238は原体RLの縄文地上に半戡竹管で文様が描かれている。中期前葉に比定さ

れるであろう。239~243は、同一個体である。キャリパー形を呈し、器面全体に縄文のみが施文されてい

る。器形などから中期に比定される可能性が高い。内外面にスス状炭化物の付着が認められる。

G群(244~255) 244 ・ 247 ・ 250 ・ 254は10D、 245は6E、 246 ・ 249は13D、 251・ 252は15E、 253 ・

255は17Dから出土している。248は表採である。244は無文地上に半裁竹管を用いた平行沈線で文様が施

文されている。胎土中に雲母が含まれている。施文技法や胎士および同ーグリッドから中期初頭の士器が

出士していることから中期初頭に比定される可能性がある。245は口縁部下位と思、われる箇所か無文帯と

なり、以下には原体Rの撚糸文が横方向に施文されている。246は原体Lの撚糸文が施文されている。248

は平口縁の深鉢で、口縁は縄文がなぞられて無文帯となり、以下には原体LRの縄文が施文されている。

焼成は良好である。247は原体RLの縄文が施文されている。250は縄文が施文され、器壁は12mmと厚い。

254は250と同一個体である。無文で底径16Cmを測り、焼成は良好である。底部は外側にやや突出し、胴部

との境界は屈曲気味である。249は原体RLの縄文が施文され、内面にスス状炭化物の付着が認められる。

251・252は無文で、焼成は良好、整形も丁寧である。 253は、体部の立ち上がる角度から見て底径10cmを

測る浅鉢と考えられる。焼成は良好、内外面の整形も丁寧で器壁も4mmと薄い。255は底径13伽を測る底部

破片で、底部には網代痕らしき痕跡が認められる。

註)群馬県埋蔵文化財調査事業団谷藤保彦・関根慎二両氏のご教示による。
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B.石器(図版19~24・44~47)

三本木新田B遺跡出士の石器総数はⅡ2点である。そのうち24点は遺構からの出士で、残りは包含層あ

るいは撹乱からの出士である。

主な石器には磨石類29点、砥石6点、石皿3点、剥片43点、両極石器10点、不定形石器10点、石鎌4点、

石匙2点などがある。

石器の分類・記載の方法は萩清水遺跡と同様であるが、萩清水遺跡に無い形態の石器にっいて以下のよ

うに分類基準を示す。

両極石器両極に打痕・剥雜痕のあるものを両極石器とした。 2個1対の極をもっものと4個2対の極を

もつものがある。

石皿中央を凹め九皿形の石器(鈴木199D

a)遺構出士の石器(1~19)

a. S 1 7 a ~15)

S 17からは石鎌2点、石匙 1点、不定形石器1点、両極石器1点、石核1点、剥片6点、磨石類6点、

磨製石器1点、筋砥石1点などが出士した。

石鎌(1・2) 1は凹基無茎鎌で裏面に素材の主要剥離面が残っている。 2は表裏面に素材の剥離面が広

く残っていることから、石鎌の未製品と推定される。

石匙(3)横形の石匙で打瘤の厚みを除去しながらつまみを作り出している。つまみ上端には素材の剥片

の打面が残されている。打面は礫打面である。

不定形石器(4)礫面を打面とする板状の剥片を素材としている。左側面は礫面である。右側縁の裏面に

剥離を施し刃部が作り出されている。

両極石器(5) 4極2対の両極石器である。

磨製石器(6)表裏面に多方向からの研磨痕が認、められる。形態から磨製石斧の刃部と推定される。

石核(フ・ 7a ・7b)打面部と裏面の一部に礫面が残る石核である。剥片 1点(7b)が接合している

⑦。 7bを剥跳する前に下端から両面に比較的浅い剥離が施されている。剥離の順序は表面→裏面の順で

ある。 7b表面左側縁の剥離痕はこのときのものである。 7bを剥離する際の衝撃で、表面右半分が同時

に剥落している。この剥雛痕を切る剥離痕が表面にあることから、その後も下端部からの剥離が続けられ

てい九ことがわかる。

制片(8) 8はS 17の中のSK14から出土した。複剥離打面の剥片である。なお、石器製作に伴うよう

な調整剥片は出土しなかっ九。

磨石類(9 ~14) C類 3 点(9 ~11)、 D類 1点 a2)、 E類 1点、 a3)、 F類 1点(14)がある。 13は

S 17内のP9からの出士である。 9 は両側緑に3対(4対?)の刻み目が入っている。刻み目の断面形

は浅いV字状である。

筋砥石(15)表面に非常に浅い数条の溝状砥面が長軸に並行して走っている。右側面は割れ面であるが、

稜線が摩耗していることから破損後も使用されてい九ことがわかる。
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b. S K 4 a6~19)

SK4からは剥片3点と磨石類1点が出土し九。

磨石類(16) G類で、右側面に敲打痕がある。

剥片 a7~19)17の打面は礫打面で、背面は対向方向の剥離痕に覆われている。18は打点が剥離時の衝撃

で失われている。19の背面は多方向からの呆1情を痕に覆われている。

②遺構外出士の石器(20~72)

包含層出士の石器には石鎌、石匙、不定形石器、両極石器、剥片類、磨石類、砥石類、石皿などがある。

石器組成では磨石類と両極石器が多いのが特徴である。

石鉄(20・2D 20は凹基無茎石鎌である。21は左脚を欠くが、凹基無茎石鎌あるいは平基無茎石鎌と推定

される。

石匙(22)薄手の横形石匙であるが、平面形は倒卵形をしており、3のような細身のものとは異なる。素材の

剥片は打面側が右側縁になるように置かれている。打瘤は折断などの方法で除去し九ものと推定される。

不定形石器(23~3D 不定形石器は9点あり、内訳はB類3点(23~25)、 G類2点(26・27)、 J類4

占 (28~3D である。

23は礫面を打面とする剥片を素材としている。背面の両側縁に連続する剥離が施され刃部が作出されて

いる。25は横長剥片を素材とする。末端部表裏面に階段状の小剥雜が施されている。24は背面が礫面に覆

われた剥片を素材としている。腹面側末端部に連続する剥雛が施され、弧状の刃部が作出されている。

26は礫面を打面とする板状の大形剥片を素材としている。右側面は礫面である。背面左側縁に連続する

剥離が施され、刃部が作出されている。末端部にも刃こぼれ状の小剥離がある。27は背面左側縁に刃部が

作り出されており、右側縁には使用痕とみられる微細な剥離痕がある。

30は剥片の右側縁腹面側に微細な刃こぽれ状の剥離が認められる。上半部を欠損している。31は背面右

側縁上半に微細な剥雜痕がある。

両極石器(32~4の 2極 1対のもの(32~39)と 4極2対のもの(4のがある。大きさはまちまちで、 36

のような2.6Cmのものから32のような6.9Cmのものまである。

制片(41~44)剥片は34点出土した。18点が無斑晶質安山岩であるが、 1か所から集中して出土したわけ

ではない。石材は無斑晶質安山岩のほかに砂岩(41・42)、凝灰岩(43・44)、滑石?などがある。

磨製石器未製品(45・48)45は薄手の楕円礫で表裏に擦痕がある。一応未製品に分類し九が、別に用途を

もつものかもしれない。48は磨製石斧の未製品あるいは磨製石斧破損品の転用品と推定される。刃部は片

刃である。上部も刃部同様研磨され、縦断面形は肩平な紡錘形を呈する。

磨石類(46・47・49~67)磨石類は22点が出土し、内訳はA類4点(46・47・49・5の、 B類2点(51・52)、

C類 6 点(53~58)、 D類 4 点、(59~62)、 E類 1点(63)、 F類 2 点(64 ・ 65)、 G類 2 点(66 ・ 67)、不

明のもの 1点である。

62は四角錐状の礫の5面が機能面として用いられている。53は柱状の礫を素材とし、稜上に磨面がある

ことから特殊磨石に分類可能である。

石皿(68・69)69は風化が激しいため不明瞭となっているが、右側面に弧状の彫亥1仂這忍められる。 68は掃

き出し口側を欠損しているが、残存部には磨面から左側面に4本、下縁に2本、右側面に1本の筋状の彫

刻が垂下している。
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砥石(70~72)70は角柱状の砂岩を素材とする大形の置砥石である。稜線は敲打されている。上下を欠損

するが、下側は割口の稜線にも砥面が及んでいることから、欠損後も使用されてい九ことが分かる。裏面

にはごく浅い円形のくぽみが複数あるが、人為的なものというよりは節理に沿って割れ九痕跡とみられ

る。71は肩平な砂岩の両面に砥面が設けられている。表面には幅5m仏断面U字状の浅い筋状の砥面が2

条ある。72は全面が敲打で整えられた後、砥石として使用されている。表面を主要な砥面とし、右側面に

は狭いが断面V字状に近い砥面かある。

. まとめ

A.遺

三本木新田B遺跡で検出されたS17は出士遺物から有尾式期の住居跡と推定される。新潟県内のこの

時期の住居跡の検出例は少なく、中里村干溝遺跡(佐藤ほか1994)、青海町大角地遺跡(寺村ほか1979)、

堀之内町清水上遺跡(大杉1996)で確1忍されている程度である。県外では長野県有尾遺跡(戸沢1988)

男屋敷遺跡(小林ほか1982)・十ニノ后遺跡(樋口ほ力寸986)、群馬県糸井宮前遺跡(関根1986)・分郷

八崎遺跡(柿沼198田・見立溜井遺跡(都丸ほか1985)などに例がある。

これらの遺跡の住居跡から当該期の住居形態を概観してみることにする。平面形は隅丸正方形か隅丸長

方形で多くのものは周溝を有する。規模は一辺の長さ4~8m程度、掘り込みの深さは最大で60伽程度で

ある。床面は糸井宮前遺跡では固い口ーム層を利用しているが、分郷八崎遺跡では客士し踏み締める、あ

るいは焼き締めるなどして構築されている。炉は地床炉で、浅い土坑をそのまま、または縁辺の一部に礫

が据えられている。炉の位置は住居の中央にある例は少なく、どれか1辺に寄っている場合が多い。主柱

穴は住居の大小にもよるが4本あるいは6本が対をなすことが多いようである。

さて、三本木新田B遺跡のS17についてみると、規模は拡張前のS17aが1辺約7mと標準的な大

きさであるのに対して、拡張後のS17bの長軸長は約10mであり、この時期にしてはやや大形の住居と

いえよう。床面は張り床や敲き締めなどはされておらず、固い地山面が利用されている。周溝や炉のあり

方はほかの遺跡のあり方と大きく違うものではない。以上のように、有尾式士器の分布の中心地である長

野県や群馬県の住居跡とS17の形態を比較してみたが、 S17とそれらの間に、大きな相違点を見出す

ことはできなかった。

ところで、当遺跡から出士し九B群 1類bの土器は次のB.(1)で述べるように、 b 1類とb 2類に細分

される。 b1類は在地化はしつつあるが、まだ有尾式土器の範疇で捉えられる士器、 b2類は有尾式士器

と北陸の朝日C式士器の影響下に成立し在地化が進んだ士器である。 S17の床面から出士し九のはbl

類である。

S17の床面出士の士器がすべて在地色の薄い有尾式士器であること、住居形態が有尾式土器の分布の

中心地のものと類似することなどから、この住居の構築がまだ在地化の進まない有尾式士器を保有する文

化の影響下に行われたことが推定できるのではないだろうか。

構
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5 まとめ

B.遺

(1)士器

当遺跡からは、早期後半・前期中葉・前期末葉~中期初頭・中期末葉・後期後葉の土器がある程度のまとま

りを持って出土し九が、それらの中でも前期中葉のものが圧倒的に多い。その前期中葉でB群1類bに分類し

ナこ中で主体を占めているもの、具体的には4~フ・14~19・131~137などについて検討を試みたい。

この士器は、器種は深鉢である。器形は、すべて破片資料であることから全体を伺い知ることは出来な

いが、 17や131などから推定して筒状を呈するものと考えられる。口縁形は、平口縁(4 ・17・135ほ力→

と波状口縁⑮および小突起が付されたもの⑭力曙忍められるが、平口縁が多数を占める。口縁部は直立(フ・

17・13D または緩やかに夕H頃(4 ~6 ・135)するが、内轡気味のもの(16・133・134)もある。文様は、

胴部と口縁部とに2分され、胴部には斜縄文もしくは羽状縄文が施文されているのみである。口縁部には

2~3条の爪形文が密接して巡るもの(4・5・フ)、 2~3条の爪形文か間隔を空けて巡りその間に「D」

字形ないしは三角形状の刺突が加えられるもの(15~19・134ほ力→がある。それらの8割強は胎士中に繊

維を含むが、約3割弱が繊維を含まないか含んでも少量である。焼成や整形は6割が良好であるか、その

内訳は前者の爪形密接が約4割、後者の爪形と刺突の組み合わせが約8割で、後者の焼成や整形のよさが

目立つ。器壁の厚さは平均約7mmであるが、前者の平均が約7mm、後者の平均が約6.5mmと後者がやや薄い。

以上のようにB群1類bで主体を占める士器は、 4~7のように口縁部文様が爪形のみで施文されるク

ループと15~19といっ九ように口縁部文様が前者と同様な爪形と「D」字形ないしは三角形状の刺突で施

文され、前者よりも製作技法が繊細なグルプに2分できることが明らかになっ九。仮に前者をbl、後

者をb2としてその出自系統と編年的位置を探ってみたい。

まず出自系統であるが、 b1は、口縁部に菱形文を構成しない有尾式(谷藤1997、下平・贄田1997)に

類似し、施文されている爪形文も有尾式士器のそれに近い。また、製作技法も当地域出士の有尾式士器に

近似する。 b2は、爪形文はb1と同じであるが、「D」字形ないしは三角形状の刺突は他にほとんど類例

がなく、刈羽村刈羽貝塚の最下層に当る黒土層出士の士器(八φ副958)や吉川町古町B遺跡6竪穴住居跡

出士の土器(泰・小林1992)および石川県小牧大杉谷内遺跡の朝日C式段階の士器(本多・山本・木下・エ

藤1997)にそれらしきものがわずかに認められる程度である。また、爪形文と刺突文を横位に交互施文す

る点(本多・山本・木下・工藤1997)や製作技法が繊細な点は、朝日C式士器と共通する。それゆえ、 b

2は有尾式士器と朝日C式土器の両者の影響を受けて、 bはりも在地化がより進んだものといえよう。

一方、 b1は在地化はしつつぁるが、まだ有尾式士器の範疇で捕らえられるものである。なお、b2のよ

うな士器を有尾式士器として捉えるか否かは今後の課題である。

編年的位置については、bl・b2に施文されている爪形文が連続ま九はそれに近いものであることか

ら、谷藤編年Ⅱ期の後半以降(谷藤1997)に比定されるであろう。むしろここで問題となる点は、まだ不

明となっている有尾式士器と朝日C式士器の並行関係である。b2を媒体とし九塲合、前述した様にb2

の文様や製作技法から朝日C式土器は有尾式士器の後半段階(谷藤1997)かそれ以降に並行する可能性が

出てきた。この可能性は、今後の資料の蓄積を待うて事実関係を把握しかっ証明していかなければならな

い問題である。その場合、妙高山麓や頸城平野といった中部高地と北陸を結ぷ地域が重要な鍵を握ってい

るものと考えられる。これらの地域における発掘調査や整理・報告および資料紹介などといった研究活動

の進展を期待したい。

物



② S17の石器組成について

三本木新田B遺跡のS17は2基あるいは3基の住居跡が重複しているが、所属時期はいずれも縄文時

代前期中葉の有尾式期と推定される。そのため、出士石器は有尾式期の石器組成の一端を表していると考

えられる。

有尾式期の住居跡は標識遺跡の長野県有尾遺跡(戸沢1988)のほか、新潟県干溝遺跡(佐藤ほか1994)、群

馬県分郷八崎遺跡(右島198の、加茂遺跡(藤巻1984)、見立溜井遺跡(都丸ほか1985)、糸井宮前遺跡(関根

1986)などで検出されている。これらの遺跡の立地はいずれも河川近くの扇状地か台地である。

上記の住居跡の石器組成と三本木新田B遺跡S17の石器組成を比較検討してみ九い。

半数以上の住居跡で保有しているのが石匙・磨石類・不定形石器(スクレイパーを含む)である。 4割

程度の保有率まで下げると打製石斧・磨製石斧・石皿・敲石が入ってくる。よって大掴みではあるが有尾

式期の標凖的な石器組成として石匙・磨石類・不定形石器を主体に、打製石斧・磨製石斧・石皿・敲石が

伴うという形を考えておき九い。また、石錘を保有しないのも特徴的である。

三本木新田B遺跡S17の石器組成は有尾式期の主体となる器種、石匙・磨石類・不定形石器のほか、

石鎌・両極石器・剥片・石核・筋砥石・磨製石器からなる。この内ほかの有尾式期の住居跡であまり見ら

れないものは両極石器と筋砥石である。筋砥石は非常に浅い溝状の砥面の形状から、玉造などの石器製作

に伴うものとは性格が異なるものと考えられる。被加工物は木器や骨角器など比較的軟質のものであっ九

可能性が高い。以上のように、 S17は点数は少ないものの有尾式期としては安定した石器器種組成で

あったことがわかる。石材組成は第14図に示し九とおり無斑晶質安山岩が卓越している。
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総量

S 1 7

1053R

372.5g

"

遺跡住居

分釣満5 号住

分卿岫7 号住

分釦噛6 号住群馬 2 ^
分動惜3 号住

糸井宮前4 号柱

糸井宮前田号柱

弄併宮前67 号柱

糸井宮前72 号柱

糸井宮前70 号住

糸井宮前聞号住

糸井宮前100号住

糸井宮前1Ⅱ号住

糸井宮蔚Ⅲ号住

糸井宮前116号住

糸井宮前135号住

糸井宮前M?号住

糸井宮前M3号住

石懲打斧石皿磨石

110IM 14 25 0

石錘磨斧詫影石匙

第14図三本木新田B遺跡の剥片石器の重量構成

石篭砥石敲石台石その他

聞 3 12 4 ゛24 75 8 0

糸井宮前1Ⅱ号住

糸井宮前M7号住

糸井宮前152号住

賀茂J ?号住

賀茂」 1号住

見立瘤井J6号住

見立冨井J7号住

見立溜井J9号住

有尾

十ニノ后56 号住

十ニノ后お后住

十ニノ后14 号住

十ニノ后那号住

十ニノ后Ⅱ1号住

干青1号住

干壽3 号住

住居数(飴)

保有率

■

・・■■,・

■

^2 11

10

Ⅱ

^礫器1 槍1
礫諭

槍1

・,'■■,
・・・■回・'

15 10

45 5 10 3

耳飾

第6表有尾式期の住居の石器組成

礫矧
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9

円
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再
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再
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再
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野
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野
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鴻

2
 
0
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1
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5 まとめ

第7表三本木新田B遺跡遺構観察表

遺構名

S 1 7 a 13E3~5

フ~10

S 1 7 b 13E3~5

フ~10

位 置 長軸方向

24~25

13E6 ・11・16

S 1 7 C 13F21

S I ?- P 1 13E 5 ・10

S17-P2 13E4

S 1 7 - P 3 13E 8

S 1 7 - P 4 13EI0

S 1 7 -P 5 13E13

S 1 7 - P 6 13E15

S17-P7 13E19・20

S 1 7 - P 8 13E 19

S 1 7 - P 9 13F16

S 1 7 P I0 13引9

S 1 7 PH 13E25・13F21

S 1 7 炉!3E9 ・14

S K 1 8 C17・18・22・23

S K 2 7E16・21

S K 4 9D22~24

19 ・ 20

上

長軸

N・12-゜ E

ι山

短軸

N・12・゜ E

Cm

(70の

下

長軸
Cm

(10!2)

(63の

端

短軸
Cm

(630)

?

N ・ 44゜・ W

N ・13゜・ E

N ・19゜・ W

N ・ 24゜・ E

N ・ 47゜・ E

N 、 21゜' E

N ,59゜・ W

N ・ 47゜・ E

N ・ 67゜・ E

N ・ 45゜・ W

N ・ 38゜・ W

N・8゜・E

N ・ 57゜・ E

N ・ 39゜・ W

N ・ 37゜・ E

Cm

深度

?

Cm

54

?

備

認

記

考

74

S17aを拡張?

50

覗

56

47

45

如

部

22

4

53

32

10

176

18

10D 2~4

5 10D23

6 04F13

10 8 D16 ・ 17

1! 9 CI0 ・ 9 D 6

12 9D6・H

13 8 E 8 ・13

14 13E20 ・ 25

9"

205

70

22

16

19.5

S n bに切られる

15

14

底面B八1基

南倶1を広く損乱されている。

士器・石器・S17bの付帯施設?

土器・石器 S17bの付帯施設?

76

朝

161

詑

16

如

86

95

30

51

158

76

?

N ・ 64゜・ W

N ' 40゜・ W

N ・ 38゜・ E

N ・ 3?゜・ E

N ・ 39゜・ W

N ・ 57゜・ W

N ・ 47゜・ W

N ・13゜・ W

底面ピット1基陥穴状士坑

舗

14

18

認

15

15 13E 4 ・ 5 ・ 9 ・ 10 151

14

和

訂

49.1

財

15

M

30

309

10

U

57

41

焼士・焼礫あり

底面ピット1基縄文士器

底面B八1基

底面ピット3基

兜

132

24

?

80

?
'

?
'

?
・

S
S
S
S
S
S
S
S

舶
蛇

0
 
0

6
 
8

K
K
K
K
K

3
 
6

3
 
3

0
 
4
 
3

、
0
 
6
 
-
0

刷
引
卯
鵬

6
 
2

開
玲

鉛
 
W

K
 
K
 
K

-
0
 
戸
0
 
-
0
 
゛
0

8
8
2
3

1
2
3
3

即
狐

叩
御

川
徽

引
鵬
鵬

O
 
n

肪
鵬

8
 
1

俳
 
6

関
加

0
 
0

8
 
9

朝
俳

鵬
励

8
 
3

3
 
2



第8表三本木新田B遺跡石器観察表

番号 形

凹基無茎石鐶

石鎌未製品

石匙

不定形石器

両極石器

磨製石器未製品

石核接合資料

石核

郭1片

剥片

磨石類

磨石類

磨石類

磨石類

磨石類

磨石類

筋砥石

磨石類謝員品

条惜

剣併

剥片

凹基無茎石鎌

凹基無茎石鎌

石匙

不定形石器

不定形石器

不定形石器

不定形石器

不定形石器

不定形石器

不定"拓器

不定形石器

不定形石器

両極石器

両極石器

両極石器

態 出土位置

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7 (S K14)

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S 1 7

S17 P9

S 1 7

S 1 7

S K 4

S K 4

S K 4

SK 4

表面採集

8D 損乱

10 B

SK4西撹乱

17D

表面採集

5C

14D

SK4西撹乱

表面採集

ⅡB

7a

7b

長伽

1.0

幅如

10

1.45

H

厚飢

0.45

4.0

1.9

12
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フ.5

重量g

1.2

5.8

13

2.3

0.5

5.5

14

3.9

石

珪質凝灰岩

無斑晶質安山岩

珪質頁岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

滑石?

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

砂石

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

砂岩

砂岩

砂岩

珪質頁岩

無斑晶質安山岩

チャート

珪質頁岩

チャート

無斑晶質安山岩

珪質頁岩

粘板岩

無斑晶質安山岩

凝灰岩

無斑晶質安山岩

無斑晶質安山岩

凝灰岩
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5 まとめ

35 両極石器
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第9表三本木新田B遺跡石器組成表

出土位置 形態

石鎌

石匙

不定形石器

G類

無斑晶質
'U

両極石器

剥片
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S 1 7
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Ⅳ三本木新田B遺跡
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萩清水遺跡

1.萩清水遺跡は新井市三本木新田字萩清水9-1他に所在する。遺跡は妙高山麓から流れ出て日本海へ

注ぐ関川の支流、矢代川右岸の火砕流台地の上に立地する。

2.発掘調査は国道18号上新バイパスの道路法線内に遺跡が存在したことに起因する。一時調査は昭和61

年8月23日から 9月7日、二次調査は昭和61年9月8日から10月17日にかけて実施した。調査面積は

約4,00011fである。

3.調査の結果、縄文時代前期の土器・石器や、竪穴住居跡、陥穴状土坑などが検出され九。

4.竪穴住居跡は1基検出されたのみだが、砥石が大量に出士したことや砥石を据えた土坑が存在するこ

となどから何らかの研磨作業が行われてい九場所であったと推定される。構築時期は諸磯b式期とみ

られる。

5.陥穴状士坑は22基検出されたが、台地を全面的に調査し九わけではないので、全体の配列などは明ら

かにすることはできなかっ九。構築時期は形態から縄文時代前期前葉から末葉までの可能性が高い。

6.出士土器は前期後葉を主体として早期前半から晩期後葉のものが断続的にある。

要 約

三本木新田B遺跡

1.三本木新田B遺跡は新井市三本木新田字長峯559他に所在する。遺跡は妙高山麓から流れ出て日本海

へ注ぐ関川の支流、矢代川右岸の火砕流台地の上に立地する。

2.発掘調査は国道18号上新バイパスの道路法線内に遺跡が存在したことに起因する。一次調査は昭和61

年8月27日から9月26日、二次調査は昭和62年8月18日から10月20日にかけて実施した。調査面積は

約8,650'である。

3.調査の結果、縄文時代前期の士器・石器や、竪穴住居、土坑などが検出された。

4.竪穴住居跡は前期の有尾式期に構築され九と推定され、拡張の痕がみられた。

5.土器は前期中葉を主体に早期後半・前期中葉・前期末葉~中期初頭・中期末葉・後期後葉のものがあ

る程度のまとまりをもって出土した。
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9 褐色土。 炭化物が少量視じっている．し ま

りに欠け、さらさらしている．遺物が最も
多く含まれている層である．
疇褐色土に小糧が少量混じる。炭化物も 1
層よ り多く含まれている．しまりが且<、
因い。

3 黒褐色土に明賞褐色土の小拉が泣じってい
ふ炭化物が最も多く含まれている層であ
ふしまりが良く、固い．
褐色土に明黄褐色土プロックが視じる。小
礫が少量含まれている。しまりが良く、固
ぃ． 遺物は含まれていない．

s 褐色土に明貴褐色土プロックが濃じる．明
褐色土プロックの割合が4層より多い.,jヽ
礫が少量含まれる。しまりが愚い。
明黄褐色土に褐色土が汎じる．炭化物が少
量含まれる． しまりが良 く~ 醤い．
明貴褐色土に少量の賣褐色土プロックが含
まれる．小礫が多く含まれる．しまりが良
く、非常に固い
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SK 5 
l 鳳褐色シルトに褐色土プロックが少

量含まれる．しまりが良く帖性がある．
晒褐色土に褐色土プロックが氾じる．
やや柔らかく 、しま りに欠ける．

3 2と同質だが、褐色土の量が若干多い．
4 Iとほ1引胃賣だが、しまりに欠け、

ポソポソしている。
5 2とほぼ岡質の土に黒褐色土が視

じっている．
6 褐色土． し2りが良く． 帖性がある．

SK7 
l 鳳い褐色土に明黄褐色土がプロ ッ

ク状に少量含まれる．しまりが良く、
帖性がある．

2 略褐色土．しまりがなくポソポソし
ている。 1層が撹乱されてできた層
と推定される。

3 褐色土に明賞褐色土が混じる． し2
りが良く、固い。
略褐色土。 しまりが良く、粘性がある．
1層とほぼ同質であるが、 1層より
柔らかく、ポソポソしている。

6 揚色土。しまりが良く．帖性がある．
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1 疇褐色土1こ園い黄撼色土プロックが
少量混じる．

2 黒褐色土．しまりが良く、固い．戻
化物が少量含まれる．

3 黒褐色土1こ賣褐色土の纏粒が少量視
じる。しまりが良く.IIい。

4 黒褐色土に大きめの贄褐色土プロ ッ
クが混じる。

5 黒褐色土．柔らかく、粘性が彊い。
6 IJI黄褐色土に略褐色土が少量覆じる．

柔らかく、帖性が強い．
7 褐色土に賀褐色土プロックが多く視

じる。柔らかく、粘性はない．
8 疇褐色土．柔らかく。 粘性が論い．
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1 属褐色土1こ固い贄褐色土プロックが
少量混じる．しまりが良く、 IIい．
籍褐色土に少量の明費褐色土プロッ
クが少量況じる。しまりが良く、 11i1い。
褐色土に贄褐色土プロ ックが多く視
じる．柔らかく． しまりに欠ける．
疇褐色土1こ固い責褐色土プロックが
視じる。設化物が少量含まれる．柔
らかく、しまりに欠ける．

5 黒褐色土.~ らかく、しまりが墨い。
剥片が出上した。

6 明黄褐色土1こ賀褐色土プロ ックが混
じる．柔らかくポソポ・1Lている．
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図版2 萩清水造跡遺構(2)
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9 黒褐色土に明黄褐色土プロックが少

量含まれる。炭化物が含まれる。し b 140. lm 

まりが良く、粘性がある。

2 暗褐色土に明黄褐色土プロックが少

量含まれる。しまりが良く、粘性が

ある．

3 黒褐色土に明黄褐色土プロックが滉

じる。しま りに欠け、ポソポソ して

いる。

4 明黄褐色土．

5 黒掲色土に明黄褐色土プロックが多

く混じっている．

6 褐色土。し まりが良く、帖芍性が

ある．

s 暗褐色tに貨褐色.lプロ ，,クが少嚢況じ

る。炭化物が少虹況じる2 やや柔らかく、

帖性がある。

6 黒褐色tに大きめの貸褐色tプロ..,クが

混じる。炭化物が多 く含ま れる'.tら

かく、帖性がある，

7 黒褐色上に貿褐色 Lの細拉が少屎含ま

れる。

8 明貨褐色土に明褐色上が混 じる。や

や柔らかく 、枯性がある．

9 暗褐色土に黄褐色土プロックがごく

わずかに品じる。やや柔らかく、枯

性がある。

10褐色土に明貨褐色土が多く混じる。

11黒褐色土に黄褐色上の細粒が含まれ

る。炭化物が多 く含まれる。柔らか

く、枯性がある。

12褐色土に黄褐色土プロックが多く含

まれる。やや柔らかく、帖性がある．

I -4層から土器片が出1:Lた．

5
 

b' 

SK 27 

褐色J・.。しまりが良く、 11>1い。

賠紺色 1こ。ややし まりに欠ける．

3 暗褐色 1:。炭化物を含む． しまりが

良く、帖性がある。

4 黙褐色 t-.。柔らかく、枯性が泣い。

5 褐色上に明黄褐色土が混じる。

6 明黄褐色1:。柔らかくポソポ｀／して

いる．

7 褐色土。やや柔らかく、粘性が強い。

b 139.4m 
Ji 

SK 33 

1 黒褐色tに固い黄褐色 f-.プロ ックが

ごく少虻含まれる。しまりが良く、

固い。

2 硝褐色tに熱迅色 r.が少秘況じる。

しまりが良く、固い．

3 ,, はいり色 f-.に黄褐色」••プロ ッ クが

I附より多 く視じる。 II,_~ よりえら

かいが．しまりはある。

4 媒褐色J:に固い黄褐色.r.プロックがご

く少：K含まれる 。 しまりが良く、

固い。

5 p音褐色上に大きい叩貨褐色土プロック

が人っている。しまりが良く、固い。

6 黒褐色；ヒに大きい明黄褐色士プロッ ク

が入っている。柔らかく、粘性が強い。

7 暗褐色土。しまりが良く、枯性が

波い。

゜

SK8 

1 暗褐色土に明黄褐色土が少量

混じる。しまりが悪く、柔ら

かい。

2 黒褐色土に明黄褐色土プロッ

クが少量含まれる。炭化物が

含まれる。しまりが且く、粘

性がある。

3 黒褐色土に明褐色土が視じ

る。しまりが悪 くポソポソし

ている。

4 黒褐色土に明褐色土が少量視

じる。しまりが悪くポソポソ

いている。

5 褐色土。しまりが良く 、粘性

がある。

2m  



萩清水遺跡遺溝(3) 図版 3

SK  12 SK  24 4f .... SK36 

ロ`137.Sm 

SK 12 

1 褐色土に小角際が少量含まれる．しまりが
良く、固い．

？ 褐色土。 1層に比べて柔らかく、帖性が
弦い．

3 明賃褐色土に褐色土が滉じる。柔らかく`
粘性がある．

4 褐色土に小隈が含まれる。柔らかく、 粘性
が強い．

5 掘りすぎ。

b
l
 

．
 

b
l
 

a 140.6m 

b' 

． ， 

a' 

SK 2" 

1 黒褐色土。しまりが且く、帖性がある．

2 黒褐色土に明賣褐色土プロックが少量含

まれる• I層に比べ、しまりに欠ける．

3 黒褐色土に大きな明賣褐色土プロックが況

じる．し2りが良く、園い．

4 黒褐色土と明賣褐色土が混じる．

s 疇黒褐色土。しまりに欠け、ポソポソして

いる。

SK  28 
SK  29 

ヽ l 
SK 32 

<> ーロ
139. 2m 138.9m 

． ． 

b' 

b 140.4m b' 

SK 36 

1 黒褐色土。しt,, が良く．固い．
2 晴黒褐色土．木の根などが入り込んでおり、

しまりに欠ける．

'3 褐色土に黒褐色土・費褐色土プロックが視
じる．しまりが良く、固い．

4 瓜褐色土に黄褐色土プロックが少量含ま
れる。しまりに欠け、ポソポソしている。

5 嶋色土に黒褐色土プロック・大きめの賞嶋
色土プロック状が視じる。しまりが良く鼻
因い．

6 黒褐色土。しまりがRく、帖性が挫い。
7 瞳褐色土．しまりが良く、帖性が強い。

SK4  

~ 

-@)-
14_14m 

SK 28 
攪乱
褐色 J:に賣褐色：tが少量氾じる．炭化物
が況じる．しまりが良く．固い．

3 褐色 tiこ黄褐色 I:の網,~が汲じる。しま
りが且く、困い．

4 略褐色上に貨褐色士の細粒が多く視じ
る-~化物が視じる。しまりが良く．園
ぃ．

5 IJj貨出色 Iー．． 柔らかく、しまりに欠
ける．

6 叩黄褐色 1:1こ釣褐色J:がごく少量況じ
る．杖化物がごく少黛含まれる．

7 陪黄11l色：tにやや大さめの質褐色 l:プ
ロック含まれる．駐化物がごく少髪含ま
れる．炭化物が少量含まれる。やや柔ら
かく．帖性が弧い．

8 !.II褐色 I:.やや企らかく、帖性がある．

SK 29 
9 攪~L
2 褐色土に貨揚色ヒプロ ックが少鼠混じ

る。ほかの遺構の覆t.に比ぺ` 色潤が＂）
るい．しまりは且<.As宮1こ囚い．
褐色上。柔らかく、しまりに欠ける．
硝褐色1:に固い貨褐色 Lの1)ヽ 拉が多く泣
じる．やや柔らかく．ポ‘ノポ・1した毬じ
がする．

5 Ill色上に内い貨褐色tプロフクが多く泣
じる。 4層より明るい色コを'ilする。し
まりが良く、囚い。

6 褐色 t.柔らかく、しまりに欠Itる．
7 硝褐色.I:に固い貨褐色tプロックが多く

泣じる．炭化掬が少量含まれる。しまり
が良く．屈い。

8 褐色t.IR化物が少仕含まれる．し まり
がRく．粘性がある。

SK 32 
1 褐色ヒに固い黄褐色 1:プロッ，，がごく少

量含2れる．炭化物が少量含まれる．柔
らかく、ポソポソしている．

2 褐色士に囚い賣褐色.1:プロックがごく少
Q含まれる．炭化物が少は含まれる。し
まりがあり＊固い．

3 筍氾色上に固い黄褐色tプロックがごく
少量汲じる．炭化物が少位含まれている．
しまりが良く｀固い。

4 IJJ黄褐色J.:Iこ褐色 I:が泣じる．やや柔ら
かく、しまりに欠Itる。

5 褐色 1:1こ貨褐色上プロックがごく少駄含
まれる．炭化物がごく少鼠含まれる．ゃ
や柔らかく、しまりに欠ける。

6 略褐色上に貨褐色上プロックが少輩含ま
れる．しまりが良く、祐性が強い。

SK4 
I 黄褐色上．しまりに欠It、ポソポソして

いる．
2 略嶋色土に貨褐色士が少髪含まれる．炭

化物が少量含まれる。しまりが且く、同い。
3 陪褐色土1こ貿褐色J:プロックが氾じる。

しまりがRい．
4 略褐色 I:.しまりが良く、 t/;ttがある。s 褐色土． しまりが良く．帖托が肇い．

゜
2m 



図版4 萩清水遺跡 遺構{4)

SK 35 
SK  25 

SK 34 .... 

ィc SKo 139. 8m 
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1 褐色 1:1:IJI貨褐色.I:プロックが少は混じ

も し まりが良く~ 固い．

2 a.tlll色J:Iこ明貴褐色上プロックが少慧混じ

る．し まhが良く蝙団い．

J Ill色1:1:1JJ貨褐色J:が視じる。 1、ま りに欠

け、枯性が投い．

町褐色 1:1こIJI黄N色I:プロックが少般況じ

る.1..1りに欠け、帖什が薩い．

褐色J-.L ! りが良く ．帖性がある．

SK 3' 

＼ 攪乱

2 Ill色1:1こ悧い貨褐色 t.プロックが氾じる。

しよりが良く、 V,1い。

3 贔色f・.炭化物が少鼠含まれる．しまりが

Rく．肘い。

4 荀褐色J:Iこ固い貨N色:I:プロックが含まれ

る• 2 ·3~ に比ぺ、ややしまりに欠ける。

S 騎贔色tに固いIll褐色土プロ ックが含まれ

る• Lまるが良く、帖性が強い．

139.Sm 

SK 35 

1 攪乱

2 陪褐色tiこ隕い黄褐色・I:プロックが含まれ

る。し£りがなく、ポソ点／している．

笥褐色上．しまりがなく．ポソポ'Iして

いる。

黒褐色上に固い貨褐色ヒプロックが礼じ

る。しまりがなくポソポソしている．

店褐色土． しまりがflく、帖性が強い．

SK 37 

1 笥褐色 I:,しまりがRく、固い．

2 褐色.I:. I,~ に比べて柔らかく、しまりが

ない。粘性がない．

3 褐色 I:に固い黄褐色土プロックが多く含ま

れる．しまりが良く、帖性が強い。

筍褐色土． しまりが且＜餐 帖性が強い．

SK 18 
~ 

138.7m 

ニー
139.3m 

SK  38 

1 県褐色土.lit化物が少量含まれる．しまり

が良く・ 固い．

2 略褐色土1こ貨褐色士が少黛況じる。炭化杓

が含まれる。しまりは且い．

鰭褐色.t.Lまりが良く、粘性が強い．

SK 39 

｀ 
SK 31 

A
 -0-
139.3m 

言言誓
SK 31 

1 明褐色土．歓熟した

明赤褐色土プロック

が混じる。し臼りが

良く、因い．

SK 16 

1 Iii褐色土。炭化物のI)ヽ 粒がごく少量含まれる．

しまりが良く、困い。

嶋色土。炭化論の4位がごく少量含まれる．

しまりが良く、固い。

暗褐色土に岐熱した黄褐色土プロックが少量

含まれる。戻化物が最も多く含まれる層であ

る• I・2層よ り柔らかい．

ヽ赤褐色土．鼠熱した賣掲色土が赤化したしの

である。しまりが良く.Iii! い．

賣褐色土に歓熟した土の小nが楓じる。

疇褐色土に貫褐色土が少量覆じる．

鴫褐色土9こ霰熟した土が少量混じる。炭化物

が少量含まれる．

SK 18 

1 贔褐色土に明褐色土プロ ックが少量含まれ

る．しまりが良く、固い．

2 黒色土．炭化物が含まれる。 1層より柔らか

く、サラサラしている。

3 峰褐色土に費褐色土プロックが視じる。しま

りが良く 、固い．

黒色土．炭化物が多量に含まれる．しまりが

良く、粘性が強い．

SK 39 

1 暗褐色土に貿褐色土・黒褐色土プロックが視

じらしまりが良く、國い．

2 掲色土に賣褐色土が混じる。 しまりが良く｀

固い．

3 褐色土．しまりが且く、固い．

ヽ櫨熱した明赤Ill色土．炭化物が含まれる．し

まりが良く、固い．

゜
2m 



萩清 水 遺跡遺構(5)・全体図 図版 5
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~ SK14 

密二彎彦
SK 1 

略褐色土に褐色土プロックが混じる。
炭化物が含まれる．
縄文土西、その下から石匙がりIt-.した。

SK  1 4 
1 荀褐色土に程い黄褐色プロックが

少髪含まれる。やや柔らかい。

？ 褐色土に黒褐色上・明黄褐色土プ
ロックが少黛視じる。しまりが
良く、因い。
明黄褐色土に褐色土プロックが含
まれる。

SK 17 

1 陪褐色土．炭化物が少量含まれる。
しまりがよいが、
木の根による撹乱を受けている．

2 黒褐色土に黄褐色土が少.Q涎じる。
しまりが良く、固い。

3 褐色土。炭化物がごく少量含まれ
る。しまりが良く、固い．

4 硝褐色土に明褐色土プロックが多
く含まれる。しまりが良く、固い。

5 褐色土。柔らかく 、粘性がある。
縄文土器片が出土した。

SK  21 

1 黒褐色土。しまりが良く、 1,1lい。

炭化物が含まれる。
SK 30 
本来は単層であったものが木の根など
の攪乱を受けたものと推定される。
1 暗褐色士に固い黄褐色土プロック

が多く含まれる．しまりが良く、
固い。

2 硝褐色土に閻い褐色土プロックが
多く含まれる。 l層より、しまり
に欠ける。
:t器片 • 石器各l点出土した．

P 23 
1 暗褐色土。柔らかく、ポソポソしている。
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図版6 萩清水遺跡縄文土器(1) . 
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萩清水遺跡縄文土器(2)
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図版8 萩清水遺跡縄文時代の石器(1)
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萩清水遺跡縄文時代の石器(2)
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図版10 萩清水遺跡縄文時代の石器(3)
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三本木新田B遺跡 全体図 図版11
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図版12 三本木新田 B遺跡
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a 159.6m 

b 159.6m 

C 159.6m 

,~· spa・ 

S I 7 (東西）

lb W層1こ類似する褐色土。黄褐色土粒が

乱じる。

褐色土．1 C 

2 C 

2b 

b

c

 

3

3

4

 

淡褐色土．

褐色土と淡白褐色土が視じる。貧掲色

土粒が少量含まれる。

褐色土と淡褐色土が混じる。

淡褐色土と黄褐色土が混じる．

淡褐色土。しまりが良く、粘性が強い。

6
 

S I 7 (Ill北）

1 褐色上。

叩褐色上。災褐色ヤ．れが説じる。

1月褐色土。

a 

□柱

匿喜 焼

遺構(1)

穴

土

l葦秦囀§ 周 溝

※ 純囲を示すもので、

深さとは界なる

4m  
• 159.6m 。
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三本木新田 B遺跡遺構(21
図版13

SI 7 床面遺物出土状況
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SK  15 

S I 7 炉

1 黒色土に褐色土が混じる。

2 暗赤褐色土。焼土である。

3 黄褐色土に黒色土が混じる．

a
_
 

159.4m 

亨 一
SK 14 

ヽ
a ， 

l 2 

a 159.Sm ..01 

責K15 
1 li{f褐色土．

2 淡褐色土に貨褐色土プロ ックが

多く混じる。小礫を含tr.
3 煤褐色土．

SK  14 

1 昭褐色土．

2 貨褐色土．

3 暗褐色土。黄褐色土プロックが

少位混じる。

4 淡褐色土。

。
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図版14 三本木新田 B遺跡遺構(3)
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SKl 

暗茶褐色土。焼土と炭化物粒が混じる。

2 黒褐色土。黄褐色土が視じる．

3 晒黄褐色土。

4 暗貿褐色土。 3層より黄色味が弦い。

SK4  

~ 

◎
 

゜
158.9m 

SK2  

ヽ

158. 8rr 

9 黒色土•

2 褐色土。黄褐色土粒が混じる．

3 暗茶褐色土。黄褐色土粒が枇じる．

4 黄褐色土．

SK6 

~ 

SK  10 

159. lm 

彎
SK 10 

1 /:\I褐色1:。 撹~tli'l。
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上鶉 黒褐色土。炭化物粒子が多く混じる。

中四 褐色土。黄褐色土粒が視じる。

下部陪褐色土。しまり、粘性とともに強い。

SKS 

159.0m 
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藝
SK 11 

1 硝茶褐色土。黄褐色土粒がわずか

に視じる。

2 褐色土．

2m 

SKS 

1 黒褐色土に黄褐色上粒がごく少量混じる。

炭化物粒が多 く含まれる。 Lまり は弱く ．

枯性がやや装い。

2 1~ に類似するが、黄褐色土粒の視入が

なく、色潤がややIJJるい．

3 褐色土に黄褐色土が多く視じる。 しまり・

枯性とも弱い．

4 暗褐色土.2頌に類似するが、枯性が油い．
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2 昭茶褐色土。黄褐色土粒が疵じる。

3 褐色土。黄褐色土粒が混じる．

4 陪褐色土。

5 黄褐色土．
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1 黙色土。

2 黒褐色土. 9 

3 茶褐色土。

しまりが良い。 11 

4 黄色土．

5 昭褐色土。

6 黄褐色土。

7 黒褐色士．。 9 黒紺色土 11 焦褐色土．

8 黄色土。 10 茶褐色土。 12 暗貨褐色土。
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1 賀褐色土。炭化物粒が少紙含まれる。

2 褐色土。黄褐色土プロックが視じる。炭化

物粒が少量含まれる。

3 黒褐色土。 炭化物粒が少量含まれる．

4 硝茶褐色土。炭化物粒が少泣含まれる。

5 黄色土。炭化物粒が少髯含まれる．

6 黒陪褐色土。炭化物粒が少量含まれる。
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図版16 三本木新田 B遺跡縄文土器(2)
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三本木新田 B遺跡縄文土器(3)
図版17
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図版18 三本木新田 B遺跡縄文土器(4)
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三本木新田 B遺跡縄文時代の石器(1) 図版19
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図版20 三本木新田 B遺跡縄文時代の石器(2)

~- - " 

-------------.. I ¥ 

15 

ぞ

［ 疇冒
ロニ 16 こ

,,,,,、二 、 ノご /ご~すへ 仇侭汎畠 f-

~ p嗣9い二
こ V こ

19 
. -

18 

ニ贔喜〗パロニパ鰐
<—----=ニ二

こ
／ 絹 臣注、 /1"""7'

~-~~ 瓢〗~~~"
冒

汀6/j)~,~~誓尺〗
こ ,. ~=~~ ニ~~



三本木新田 B遺跡縄文時代の石器(3)
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図版22 三本木新田 B遺跡縄文時代の石器(4)
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三本木新田 B遺跡縄文時代の石器(5)
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図版24
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萩清水遺跡 図版25



図版26 萩清水遺跡



萩清水遺跡 図版27



図版28 萩清水遺跡



萩清水遺跡 図版29



図版30 萩清水遺跡
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萩清水遺跡 図版31



図版32 萩清水遺跡



萩清水遺跡 長峰遺跡 図版33
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図版34 萩清水遺跡の縄文土器(1)

▼鼻2 .~' ， 

鬱O色竺"'叫望匹は高さ和.•., ... 14 

1s 

● 

29 

26 

24 

27 

h:l 

知，．て
'
J

o

f
§
c、
」

3

9
.
A
9
 

¥
，
9
 

一

，可ヽ
.9,f・

¥
[

.
 

r
0
‘
:
・
 

]
」
~

•• 

＼
 ．．．
 

．
 、＂

が

｀

L

＇‘
ヽ

`
I
 

． 、~ 鼻 37 

36 

畠 44 
42 4 ~ AO 39 

50 
51 

一9

1担沿巧；':J

49 

45 

48 

28 • 29 . 31 (1 : 4) 

その他 (1 : 3) 



萩清水遺跡の縄文土器(2).長峰遺跡の縄文土器 図版35
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図版36 萩清水遺跡の縄文時代の石器(1:
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萩清水遺跡の縄文時代の石器(2)
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図版40 三本木新田B遺跡の縄文土器(11
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図版42 三本木新田B遺跡の縄文士器(3)
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三本木新田 B遺跡の縄文土器(4)
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図版44 三本木新田 B遺跡の縄文時代の石器(1)
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三本木新田 B遺跡の縄文時代の石器(2) 図版45
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三本木新田 B遺跡の縄文時代の石器(4) 図版47
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発行年月日 1997年 3月31日

コ ー ド
所収遺跡名 所 在 地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡

新潟県あ新ら井い市し三さんげ本ん未・ 37度 138度
一次調査

一般国道18号上
は萩ぎ清しみ水ず遺跡 19860823~19860907 
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二次調査
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新渇県埋蔵文化財調査報告初 第83集 『萩清水造跡 三本木新田B迫跡』 正誤表追加 2018年11月追加

頁 1 位置 I 誤 I 正

抄録 三本木新田B辿跡北緯 3 7度 00分 11秒 ~3 7度 00分 06秒

新潟県埋蔵文化財調査報告書第83集 『萩清水遺跡 三本木新田 B遺跡』

エピ 言呉 表芝

頁 91ー--r 正 誤

32 2 逍物はB群 1類bの種玄土器（回版16-94 遺物はB群 5甕の縄文土器僅］版16-97)

・95}、B壁5類の縄文土器（図版16-96}

32 6 B群5類土器（図版16一旦） B群5類土器（図版16一挫）

34 19 e. SK旦 e. SK且

34 21 f. SK旦 f. SK且

35 5 16旦 160 
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